
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

二
三
〇
（
九
二
六
）

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
理
論
わ
よ
び
政
策
に
関
す
る

　
　
　
　
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
お
よ
び
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
を
中
心
と
し
て

展
望

河松

野ノ

快周

晴
一
一

は

じ
　
め

“こケ

　
第
一
次
石
油
危
機
（
一
九
七
三
年
）
お
よ
び
第
二
次
石
油
危
機
（
一
、
九
七
九
年
）
後
、
石
油
消
費
国
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

共
通
の
経
済
的
現
象
を
経
験
し
て
き
た
。
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
も
第
一
次
石
油
危
機
を
契
機
と
し
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を

¢
い
か
に
捉
え
る
か
（
定
義
．
性
格
）
◎
い
か
に
説
明
す
る
か
（
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
）
　
い
か
な
る
処
方
嚢
を
書
く
か

（
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
対
策
）
に
関
し
て
様
々
な
立
場
か
ら
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
般
的
な
見
解
を
わ
れ
わ
れ
は
次

の
如
く
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
¢
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
景
気
後
退
を
伴
う
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
新
し
い
彫
態

で
あ
る
。
◎
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
は
、
過
剰
流
動
性
の
蓄
積
・
石
油
価
格
等
輸
入
原
材
料
費
の
高
騰
・
不
完
全
競
争
形
態
が
支
配

的
な
市
場
構
造
の
下
に
お
げ
る
賃
金
．
物
価
の
下
方
硬
直
性
・
経
済
成
長
期
を
っ
与
る
慢
性
的
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
、
定
着
化
し
た
イ
ソ
フ
レ
心
理
等
の
イ
ソ
フ
レ
要
因
に
、
産
油
国
へ
の
購
買
力
の
移
転
・
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
抑
制
の
た
め



に
と
ら
れ
た
厳
し
い
総
需
要
引
締
め
政
策
・
物
価
一
一
同
に
よ
る
需
要
の
低
下
等
の
デ
フ
レ
効
果
が
同
時
に
加
わ
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
起

す
る
６
し
た
が
一
て
ス
タ
グ
フ
レ
ニ
一
ソ
が
慢
性
的
な
現
象
で
あ
る
限
り
、
伝
統
的
な
イ
ソ
ブ
レ
、
シ
ヨ
ソ
お
よ
び
不
況
対
策

と
し
て
の
総
需
要
政
策
の
ほ
か
・
所
得
政
策
・
競
争
促
進
化
政
策
・
産
業
構
造
政
策
さ
ら
に
、
対
外
的
政
策
一
国
際
協
力
の
推
進
等
一

等
積
極
的
な
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
対
策
を
必
要
と
す
る
。

わ
れ
わ
れ
は
・
第
一
次
石
油
危
機
後
に
活
発
化
し
た
こ
れ
ら
の
議
論
の
う
ち
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
、
お
よ
び
杜
会

構
造
派
と
い
う
三
っ
の
学
派
を
と
り
あ
げ
、
そ
れ
ら
の
理
論
お
よ
び
政
策
提
一
一
一
一
目
を
整
理
．
検
討
す
る
こ
と
を
っ
う
じ
て
今
日
の
ス
タ

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
論
の
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
本
稿
の
主
要
な
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　
目
　
　
次

第
一
章
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
分
析
の
基
礎

　
第
一
節
ス
タ
グ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ
の
定
義

　
第
二
節
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論
の
基
本
的
枠
組

第
二
章
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
と
ス
タ
グ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ

　
第
一
節
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論

　
第
二
節
　
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
対
策

　
第
三
節
　
杜
会
構
造
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ

第
三
章
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
と
ス
タ
グ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ

　
第
一
節
プ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論

　
第
二
節
　
プ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
対
策

お
わ
り
に

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
．
松
川
）

二
三
一
（
九
二
七
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

、
　
本
稿
は
、
主
と
し
て
松
川
が
理
論
面
（
第
二
章

　
第
一
節
．
第
三
章
第
一
節
）
を
、
河
野
が
政
策
面

　
（
第
二
章
第
二
．
三
節
・
第
三
章
第
二
節
）
を
担

　
当
．
執
筆
し
た
共
同
論
文
で
あ
り
、
あ
り
う
べ
き

　
誤
り
の
責
任
は
共
同
で
負
う
も
の
と
す
る
。

（
１
）
　
た
と
え
ぱ
下
表
に
示
さ
れ
た
如
く
、
石
油
危

　
　
機
前
後
に
お
け
る
経
済
成
長
率
と
消
費
者
物
価

　
　
上
昇
率
の
動
向
か
ら
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
現

　
象
存
在
の
実
態
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

二
三
二
（
九
二
八
）

一
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囲
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囲

＄
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．
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．
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第
一
章
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
分
析
の
基
礎

　
　
第
一
節
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
定
義

ス
タ
ク
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
一
般
に
「
景
気
後
退
下
の
物
価
一
目
同
一
と
定
義
さ
れ
る
が
、
分
析
の
枠
組
や
ス
タ
グ
フ
レ
↓
二
領
域

お
よ
増
れ
一
の
接
近
と
い
う
事
態
に
注
目
す
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
率
－
の
よ
乏
定
義
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

い
ま
、
分
析
の
枠
組
に
注
目
す
れ
ば
、
ｏ
ｏ
、
の
、
け
、
ｇ
そ
れ
ぞ
れ
静
学
的
な
定
義
で
あ
り
、
一
方
・
甘
働
・
ぼ
動
学
的

な
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
の
う
あ
に
あ
る
経
済
を
わ
れ
わ
れ
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
領
域
に
あ
る
経
済
毒
び
・
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図

ス
タ
グ
フ
レ
ｉ
シ
ヨ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
．
松
川
）

ま
た
閉
に
よ
っ
て
経
済
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
化
し
つ
つ
あ
る

（
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
に
接
近
し
つ
っ
あ
る
）
と
呼
ぶ
こ
と
に

す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
は
イ
ソ
フ
レ
率
（
、
力
）
と
実
質
成
長
率

（
夕
）
の
組
み
合
せ
お
よ
び
イ
ソ
フ
レ
率
（
玉
）
と
失
業
率
（
〃
）

の
組
み
合
せ
に
つ
い
て
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
、
図
１
２
、
図
１
３

の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
い
ま
許
容
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
率
を
五
％
、
許
容
失
業
率
を
一

・
五
％
と
お
け
ば
、
図
１
４
、
図
１
５
か
ら
明
ら
か
な
如
く
日
本
の

場
合
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
に
入
っ
て
い
た
の
は
前
者
の

定
義
に
基
づ
け
ば
、
昭
和
四
九
お
よ
び
五
〇
年
の
経
済
で
あ
り
、

こ
の
領
域
に
接
近
し
て
い
た
の
は
昭
和
四
八
年
、
ま
た
離
脱
の
方

向
を
示
し
て
い
た
の
は
昭
和
五
一
年
の
経
済
で
あ
っ
た
。
一
方
、

後
者
の
定
義
に
基
づ
け
ば
、
経
済
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域

に
入
っ
て
い
た
の
は
昭
和
五
〇
・
五
一
年
お
よ
び
五
二
年
で
あ
り

こ
の
領
域
に
接
近
し
て
い
た
の
は
昭
和
四
九
年
の
経
済
、
ま
た
こ

の
領
域
か
ら
の
離
脱
を
始
め
た
の
は
昭
和
五
二
年
の
経
済
で
あ
っ

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
三
（
九
二
九
）

、
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ま
た
、

わ
ち
、

こ
れ
ら
の
指
標
を
用
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
度
を
次
の
如
く
定
義
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な

　
　
　
　
、
Ｉ
ｋ
　
　
　
升
ぺ
く
芦
　
、
十
ミ

で
あ
る
・
図
１
６
の
如
く
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
度
が
と
く
に
顕
著
で
あ
つ
た
の
は
昭
和
四
九
年
の
経
済
で
あ
る
が
、
昭
和
三
二
年
、

三
七
年
一
三
八
年
一
・
四
〇
年
、
四
六
年
一
四
五
年
一
に
未
さ
缶
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
よ
り
低
い
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
を
日

本
経
済
が
第
一
次
石
油
危
機
以
前
に
与
で
に
経
験
し
て
い
た
一
一
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
一
一
内
の
数
値
は
、
後
者
の
ス
タ
グ
フ

レ
ー
シ
一
ソ
度
の
定
義
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
度
の
前
者
の
定
義
と
後
者
の
定
義
と
の
問
で
相
違
が

生
じ
た
の
は
・
主
と
し
て
雇
用
調
整
の
遅
れ
、
す
な
わ
ち
景
気
後
程
対
し
て
茎
業
が
短
期
的
に
は
過
剰
雇
用
を
か
か
え
て
し
ま

う
と
い
う
事
実
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
一
－
一
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
定
義
に
関
し
て
「
一
夙
気
後
退
一
の
指
標
と
し
て
は
、
失
業
率
の
上
昇
、
実
質
…
上
昇
率
の
低
下
、
実
質

　
　
　
　
Ｇ
Ｎ
Ｐ
た
い
し
有
効
需
要
一
消
費
量
お
よ
び
投
資
率
一
の
下
方
シ
フ
ト
が
、
ま
た
「
物
価
高
一
の
指
標
と
し
て
は
、
消
費
者
物
価
な
い
し

Ｇ
Ｎ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
変
化
率
の
上
昇
、
消
費
者
物
価
も
し
く
は

Ｇ
Ｎ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
の
上
方
シ
フ
ト
、
実
質
賃
金
の
低
下
が
選

ぱ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
ス

タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
対
し
て
は
い
く
つ
か
の
定
義
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
が
、
例
え
ぱ
Ｓ
・
ワ
ィ
ソ
ト
ラ
ゥ
プ
〔
６
０
〕
は
下
表

の
よ
う
な
定
義
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
〃
、
４
は
そ
れ
ぞ
れ
実
質
Ｇ
Ｎ
Ｐ
の
上
昇
、
お
よ
び
物

価
水
準
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

×
十

ｏ

１

十

ｏ
・
８
ミ
旨
註
饒
ｇ

ｃ
。
冨
。
・
饒
註
８

○
つ
巨
旨
呂
註
冒

ｏ
『
◎
考
艘

ｇ

Ｏ

肩
庁
易

ｏ
ｏ
冨
口
ｏ
量
昌

ｏ
ｏ
＄
苛

射
０
０
霧
。
。
｝
冒

ｏ
◎
づ
ｏ
・
口
邑

Ｕ
＄
邑
ｏ
量
ｑ

ｏ
ｏ
冨
饒
◎
轟
員

ｏ
ｏ
ｇ
８

１

。
・
８
峯
艘

箒
饒
ｇ
－
ｏ
目

一
Ｕ
ｏ
肩
易
。
。
一
旨

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
．
松
川
）

二
三
五
（
九
三
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

二
三
六
（
九
三
二
）

第
一
一
節

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
理
論
の
基
本
的
枠
組

我
、
は
前
節
に
お
い
て
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
、
イ
ン
フ
レ
率
↑
物
価
上
昇
率
一
と
実
質
成
長
率
が
ト
レ
■
ド
．
オ
フ
の
関

係
に
あ
る
現
象
で
あ
る
と
定
義
し
た
。
す
な
わ
ち
、
「
イ
ン
フ
レ
率
－
実
質
成
長
率
一
平
面
に
お
い
て
、
経
済
が
£
高
い
イ
ソ
フ

レ
率
と
低
い
実
質
成
長
率
の
領
域
に
あ
る
場
合
、
宇
ソ
フ
レ
率
が
上
昇
す
る
と
と
乏
実
質
成
長
率
が
低
下
し
っ
っ
あ
る
場
合
を

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
み
な
し
た
。
換
一
一
胃
す
れ
ば
、
¢
は
「
経
済
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
に
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
・

　
は
「
経
済
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
化
し
っ
つ
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
－
２
の
ヶ
ー
ス
）
・

我
、
は
本
節
に
お
い
て
以
上
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
定
義
に
も
と
づ
き
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
そ
れ
ぞ
れ
に

っ
い
て
、
基
本
的
に
は
共
通
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
明
示
し
た
簡
単
套
タ
グ
フ
レ
↓
一
ソ
の
要
柵
モ
デ
ル
を
構
築
し
・

そ
れ
に
よ
っ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
原
因
、
そ
の
発
生
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
お
よ
び
有
効
な
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
対
策
に
関
す
る
両

派
の
基
本
的
な
相
異
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。

　
ま
ず
、
基
本
的
に
両
派
の
モ
デ
ル
は
次
の
よ
う
な
共
通
の
特
徴
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
す
る
◎

　
◎
我
々
が
定
義
し
た
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
を
説
明
し
う
る
均
衡
動
学
モ
デ
ル
で
あ
る
・

す
な
わ
ち
、

◎
総
需
要
曲
線
と
総
供
給
曲
線
と
の
交
点
に
よ
つ
て
物
価
水
準
と
実
質
総
生
産
が
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
一
時
均
衡
を
前
提
と
し
・

時
問
と
と
も
に
シ
フ
ト
す
る
総
供
給
曲
線
と
総
需
要
曲
線
を
そ
れ
ぞ
れ
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
、
「
需
要
ー
イ
ン
フ
レ
一
曲
線

と
呼
ぶ
と
、
二
つ
の
曲
線
の
交
点
が
、
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
と
実
質
成
長
率
で
あ
る
。



従
っ
て
、

　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
定
義
胃
、
二
つ
の
曲
線
が
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
領
域
で
交
わ
つ
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
ま
た

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
定
義
葎
曲
線
の
シ
フ
ー
に
吉
、
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
と
実
質
成
長
率
の
低
下
が
お
こ
つ
て
い
る
場

合
で
あ
る
。

第
二
章
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
と
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ

　
　
　
　
　
　
第
一
節
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論

我
々
が
本
論
に
お
い
て
ケ
イ
ソ
ズ
派
と
呼
ぶ
の
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
や
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
の
原
因
、
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

お
よ
び
政
篭
一
い
て
・
諸
説
の
両
極
に
あ
る
一
ネ
タ
ー
ス
ー
派
と
杜
会
構
造
讐
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
問
に
位
置
す
る
よ
う
た
諸

説
の
総
称
で
あ
る
。

一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
は
・
貨
幣
供
給
量
に
よ
一
て
規
定
さ
れ
る
総
需
要
の
変
動
と
い
う
貨
幣
的
．
政
策
的
側
面
姦
調
し
、
一
方
、

杜
会
構
造
涯
罠
所
得
の
よ
り
多
く
の
分
配
を
求
め
る
諾
階
級
・
諸
集
団
間
の
対
立
、
労
働
組
合
や
寡
占
企
業
の
独
占
的
な
行
動

な
ど
の
杜
会
的
・
体
制
的
側
面
を
重
視
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
ヶ
イ
ソ
ズ
派
は
・
一
ネ
タ
ー
ス
ー
派
・
杜
会
構
造
派
の
見
解
に
も
受
容
で
き
る
部
分
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認
め

る
が
・
そ
れ
の
み
に
ょ
一
て
現
実
を
説
明
す
る
に
は
単
純
で
極
端
す
ぎ
る
も
の
と
し
て
排
除
す
る
。
従
つ
て
ケ
イ
ソ
ズ
派
は
、
き
わ

め
て
広
範
囲
の
論
妻
包
琴
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
し
て
彼
ら
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
を
典
型
的
窺
代
の
イ
ソ
フ

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
衰
望
一
河
野
・
松
川
一
　
　
二
三
七
一
九
三
三
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
八
（
九
三
四
）

レ
ー
シ
ヨ
ン
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
既
存
の
理
論
に
よ
一
て
明
快
に
説
明
し
う
る
現
象
で
は
な
く
、
ま
た
政
策
的
に
も
ヶ
イ
ソ
ズ
的

な
総
需
要
政
策
の
み
に
よ
っ
て
は
解
決
困
難
な
問
題
で
あ
る
と
み
な
す
の
で
あ
柵
～

憂
に
何
を
も
つ
て
ケ
イ
ソ
ズ
派
と
呼
ぶ
の
か
は
難
し
い
八
、
こ
こ
で
は
ケ
イ
ソ
ズ
派
と
は
基
本
的
に
次
の
特
徴
を
も
っ
も
の
で

　
　
　
　
（
３
）

あ
る
と
す
る
。

¢
ヶ
イ
ソ
ズ
派
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
と
そ
れ
に
圭
づ
い
て
展
開
さ
れ
た
理
論
的
・
政
策
論
的
た
発
展
一
諸
成
果
一
に
依
拠

し
て
お
り
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
に
関
し
て
、
財
政
・
金
融
政
策
を
含
め
た
総
需
蕾
線
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
嚢
因
一
投
資
の
隈
界

効
率
、
消
費
性
向
、
流
動
性
選
好
、
分
配
率
の
変
化
な
ど
）
と
同
様
に
総
供
給
曲
線
を
シ
フ
ト
さ
せ
る
諾
要
因
（
賃
金
率
・
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
・

労
働
生
産
性
と
そ
の
部
門
問
格
差
、
市
場
の
独
占
度
な
ど
）
を
も
重
視
す
る
。

　
◎
　
ヶ
イ
ソ
ズ
派
は
現
代
の
資
本
主
義
経
済
体
制
を
本
質
的
に
は
不
安
定
で
あ
り
、
裁
量
的
な
総
需
要
政
策
が
必
要
で
あ
る
も
の

と
み
な
す
。
特
に
、
完
全
雇
用
（
高
雇
用
水
準
の
達
成
．
維
持
）
を
最
優
先
の
政
策
目
標
と
す
る
が
、
同
時
に
そ
の
「
過
度
」
の
追
求

は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
ま
ね
く
と
い
う
意
味
で
、
完
全
雇
用
と
物
価
の
安
定
（
イ
ソ
フ
レ
の
抑
制
）
は
長
期
的
に
も
ト
レ
ー
ド
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

オ
フ
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
め
る
。

　
　
　
ヶ
イ
ソ
ズ
派
は
、
現
代
の
資
本
主
義
経
済
体
制
の
も
と
で
は
寡
占
的
な
市
場
構
造
が
支
配
的
で
あ
る
も
の
と
み
な
す
・
そ
し

て
、
寡
占
企
業
や
労
働
組
合
の
市
場
支
配
力
に
よ
る
市
場
機
構
の
変
質
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
お
よ
び
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を

解
明
す
る
た
め
の
不
可
欠
な
要
因
で
あ
る
と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ヶ
イ
ン
ズ
派
の
基
本
的
特
徴
¢
◎
　
は
、
相
互
に
関
係
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
　
の
完
全
雇
用
を
目
的
と
す
る



総
需
要
政
策
の
必
要
性
は
６
の
寡
占
的
市
場
襲
を
前
提
と
し
て
い
る
側
票
強
く
、
ま
ら
の
市
場
支
配
力
が
発
揮
し
う
る
の

は
・
＠
の
政
策
に
よ
一
て
支
持
さ
れ
る
こ
参
則
提
と
な
一
て
い
る
場
合
が
多
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
関
係
が
２
シ
フ
ト
蓄

に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　
ー
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
モ
デ
ル
の
前
提

我
々
は
以
下
・
第
一
章
第
一
節
で
示
し
た
モ
デ
ル
の
共
通
の
特
徴
Ｑ
８
に
も
と
づ
き
ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
理
論
を
構
築
す
る
。

そ
の
た
め
・
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
特
徴
¢
　
　
を
考
慮
し
、
以
下
の
諸
前
提
を
お
く
。

　
す
な
わ
ち
、
基
本
的
特
徴
¢
よ
り
、

¢
貨
幣
量
は
・
総
需
要
を
ポ
定
す
る
重
要
な
蓄
で
あ
る
が
、
政
策
当
局
は
そ
の
量
を
完
全
に
は
制
御
で
き
な
い
。
ま
た
、
た

と
え
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
・
総
需
要
は
自
生
的
に
変
動
し
う
艀
）
一
総
蓼
シ
一
ト
さ
せ
る
嚢
因
の
変
化
）
。
す
な
わ
ち
、

一
定
の
貨
幣
政
策
の
も
と
で
も
、
貨
幣
需
要
関
数
一
了
シ
ヤ
ル
の
ゐ
一
は
安
定
的
で
は
な
い
。

　
財
政
政
策
の
総
需
要
長
ぼ
す
効
果
は
、
強
力
か
つ
確
実
で
あ
る
が
、
貨
幣
政
策
の
効
果
は
非
対
称
的
で
あ
り
、
弱
く
か
っ

不
確
実
で
あ
る
。

　
ま
た
、
基
本
的
特
徴
　
よ
り
、

ご
窒
雇
用
が
政
策
当
局
の
当
然
の
責
務
と
み
隻
れ
る
こ
と
は
、
人
・
に
イ
ソ
フ
レ
心
理
を
定
着
さ
せ
、
期
待
イ
ソ
フ
レ
率

を
下
方
硬
直
的
に
す
ゑ
す
な
わ
ち
・
人
・
窺
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
の
低
下
を
一
時
的
た
も
の
と
み
な
す
よ
う
に
な
る
か
ら
、
期
待

イ
ソ
フ
レ
率
の
下
方
一
の
調
整
は
非
常
に
緩
慢
と
な
電
　
一
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
下
方
硬
直
性
一

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ニ
一
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
一
河
野
・
松
川
一
　
　
二
三
九
一
九
一
一
一
五
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
（
九
三
六
）

　
最
後
に
、
基
本
的
特
徴
　
よ
り
、

　
貨
幣
賃
金
率
は
、
完
全
雇
用
以
下
の
雇
用
水
準
に
お
い
て
も
「
上
方
伸
縮
的
・
下
方
硬
直
的
一
と
な
る
・
す
な
わ
ち
・
労
働

市
場
に
お
け
る
超
過
需
要
は
貨
幣
賃
金
率
を
上
昇
さ
せ
る
が
、
超
撰
給
は
貨
幣
賃
金
率
を
硬
直
的
に
す
哲
　
一
貨
幣
賃
金
率

変
化
の
非
対
称
性
』

　
寡
占
産
業
で
は
フ
ル
．
コ
ス
ト
原
理
に
よ
る
価
格
決
定
が
一
般
的
で
あ
り
、
コ
ス
ト
の
上
昇
を
価
格
に
転
嫁
し
や
す
い
５

た
寡
占
企
業
は
需
要
増
加
に
対
し
て
は
価
格
・
数
量
調
整
を
お
こ
な
う
が
、
需
要
減
少
に
対
し
て
は
数
量
調
整
が
支
配
的
と
な
脈
～

　
　
『
価
格
変
化
の
非
対
称
性
』

　
皿
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
・
モ
デ
ル

　
〕

　
１
　
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
曲
線

　
〔い

ま
、
代
表
的
な
寡
占
企
業
を
想
定
し
、
片
を
供
給
価
格
、
嘉
了
ク
・
ア
ツ
ブ
率
一
ま
た
は
正
常
利
潤
率
一
・
茎
貨
幣
賃
金

率
、
Ｗ
憲
用
量
、
差
生
産
量
、
・
を
労
働
生
産
性
を
示
す
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
と
す
れ
ば
、
供
給
関
数
お
よ
び
雇
用
関
数
は
・

　
　
　
　
干
一
；
・
ミ
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
．
一
一

　
　
　
　
＞
、
Ｈ
句
（
ド
　
ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
』
）

と
な
る
。
一
二
一
式
は
フ
ル
．
コ
ス
ト
原
理
に
も
と
づ
く
企
業
の
価
格
－
費
用
方
程
式
で
あ
り
、
一
一
』
一
式
は
、
生
産
関
数
の
逆
関

数
で
あ
る
か
ら
、
一
般
に
、

　
　
　
　
“
Ｖ
◎
・
“
、
Ｖ
◎
・
ぎ
く
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
』
）



を
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
Ｈ
』
）
式
よ
り
、

　
　
　
　
倶
１
１
貞
ぎ
¢
）
Ｈ
、
（
ド
¢
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
』
）

　
　
　
　
ｋ
　
　
　
｝

と
お
き
、
（
Ｈ
・
仁
）
式
を
（
Ｈ
・
Ｈ
）
式
に
代
入
す
る
と
、

　
　
　
　
炉
１
１
（
Ｈ
よ
）
．
ミ
く
（
ド
¢
）
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
・
閉
）

と
雲
・
そ
こ
で
・
；
一
式
の
両
辺
の
対
数
を
と
り
・
時
問
に
関
し
て
全
蓼
し
、
平
ざ
－
で
－
で
、
亡
、

卜
“
．
ｒ
ｓ
ｂ
．
ｒ
↓
と
淳
ば
・

¢
、
　
、
　
　
　
　
、

　
　
　
　
・
　
　
・
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
〇
）

　
　
　
　
、
吻
１
１
勺
十
ミ
十
ミ
・
ｋ
ｌ
ｂ
．
¢

を
得
る
。
以
下
、
（
Ｈ
・
ｏ
）
式
は
マ
ク
ロ
の
総
供
給
関
数
を
示
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。

と
こ
ろ
で
一
般
に
・
貨
幣
賃
金
上
昇
率
は
、
労
働
市
場
に
淳
る
需
給
関
係
、
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
率
、
独

立
的
な
賃
金
率
上
昇
圧
力
な
ど
に
依
存
す
る
が
、
こ
こ
で
隻
質
成
長
率
の
大
き
さ
が
、
労
働
市
場
に
お
げ
る
需
給
の
逼
迫
度
を
示

し
て
い
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
す
な
わ
ち
実
質
成
長
率
の
増
加
は
需
給
を
逼
迫
さ
せ
て
貨
幣
賃
金
上
昇
率
を
加
速
さ
せ
、
し
か
芝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

の
効
果
は
逓
増
的
で
あ
る
と
す
る
。

従
一
て
・
・
曼
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
、
喜
独
立
的
な
賃
金
上
昇
圧
力
、
ま
た
、
志
実
質
成
長
率
と
君
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら

冬
一
を
労
働
市
場
の
需
給
逼
迫
度
と
し
、
さ
ら
；
・
評
二
を
そ
れ
ぞ
れ
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
、
労
働
生
産
性
上
昇
率
餐

幣
賃
金
上
昇
率
に
ー
及
ぽ
す
効
果
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
貨
幣
賃
金
上
昇
率
は
、

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
四
一
（
九
三
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二
（
九
三
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
　
　
　
§
１
１
共
、
）
玄
・
“
ｔ
・
ｏ
古
　
　
　
　
　
（
；
）

　
　
　
　
ｈ
　
　
　
　
　
　
　
　
と
た
り
、

　
　
　
　
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
、
（
ｋ
）
Ｖ
◎
・
由
、
、
（
ｋ
）
Ｖ
◎
・
、
Ｖ
◎
・
｝
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
（
－
．
◎
。
）

　
　
　
　
徽
　
　
　
　
　
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
；
式
を
一
；
式
に
代
入
し
・

　
　
　
　
ｒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
イ
　
　
き
一
吉
・
ｒ
９
・
、
Ｑ
一
Ｖ
９
き
一
Ｖ
・
一
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
お
く
と
、
我
々
は
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
炉
１
ー
ス
ｋ
）
１
（
も
ー
｝
）
・
ｏ
＋
ｓ
・
、
～
十
勺
十
〔
　
　
　
　
（
Ｈ
．
Ｈ
◎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
得
る
。
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
、
図
１
７
の
よ
う
に
、
ｏ
、
ろ
、
ガ
、
・
孔
、

、
恥
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
。
　
　
　
、
９
、
、
。
が
一
定
な
ら
ば
、
（
－
斜
）
平
面
に
お
い
て
、
右
上
り
で
下
に
凸
の
曲
線
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
。
こ
こ
で
（
－
・
Ｈ
◎
）
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
・
孔
、
ａ
、
お
よ
び
２
の
上
昇
は

「
供
給
ー
イ
ン
フ
レ
一
曲
線
を
上
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
。
ま
た
急
、
一
；
式
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
・
・
が
真
に
及
ぽ
す
効
果
を

示
し
て
お
り
、
通
常
は
ｂ
Ｖ
｝
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
・
０
の
上
昇
は
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
・

　
〕

　
２
　
需
要
ー
イ
ン
フ
レ
曲
線

　
〔

一
讐
一
一
毒
斗
篶
を
む
政
讐
払
た
讐
数
一
一
篶
簑
讐
讐

ソ
ズ
派
の
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線

　
　
　
　
『
１
１
貝
き
９
喝
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
．
Ｈ
Ｈ
）



を
得
る
、
ま
た
、
マ
ク
ロ
の
需
要
価
格
を
巧
、
実
質
総
需
要
を
〃
と
す
れ
ぼ
、

　
　
　
　
宗
…
、
、
×
ぎ

で
あ
る
か
ら
、
干
苧
ヤ
淡
と
す
れ
ば
、
一
、
・
、
、
一
式
よ
り

　
　
　
　
耐
ぎ
十
で
吋
一
討
恥
～
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

と
な
る
。
ま
た
前
提
　
よ
り
、
　
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
、
一
般
に
、

　
　
　
　
・
・
翠
・
筆
・
・
華
一
一
。
・
華
一
会
～
Ｖ
。
　
　
（
、
．
、
。
。
）

で
あ
る
。

　
３
〕
　
イ
ソ
フ
レ
率
と
実
質
成
長
率
の
決
定

　
〔

　
モ
デ
ル
の
共
通
の
特
徴
◎
よ
り
、
市
場
の
一
時
均
衡
の
条
件
が
満
さ
れ
て
お
り
、
炉
１
１
、
き
ｋ
１
１
ぎ
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
、
り
１
１
、
き
　
｝
１
ｌ
ｋ
、

と
官
・
一
；
一
式
吉
、
・
、
ろ
、
ガ
、
氏
、
・
・
、
・
・
お
よ
び
・
・
、
一
；
一
式
よ
り
、
、
皿
、
、
Ｇ
お
よ
び
、
巽
与
え
ら
れ
る

な
ら
ば
、
イ
ソ
フ
レ
率
（
・
ｐ
）
お
よ
び
実
質
成
長
率
（
夕
）
は
、
（
－
・
Ｈ
◎
）
、
（
Ｈ
・
畠
）
式
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

図
１
８
よ
晶
ら
か
な
よ
う
に
・
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
は
、
イ
ソ
フ
レ
率
一
、
・
一
と
実
質
成
長
率
一
、
ツ
一

を
上
昇
さ
せ
る
。
し
か
し
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
前
提
の
も
と
で
は
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
の
下
方
一
の
シ
フ
ト
は
、
そ
れ
ら
を

下
落
さ
せ
る
と
は
い
差
い
・
何
故
な
ら
そ
の
場
合
に
は
、
同
時
的
な
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
の
上
方
一
の
シ
フ
ト
が
生
じ

る
か
ら
で
あ
る
・
す
な
わ
ち
、
総
需
要
成
長
率
が
減
少
し
た
場
合
、
前
提
＠
の
一
貨
幣
賃
金
率
変
化
の
非
対
称
性
一
よ
り
、
労
働

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
四
三
（
九
三
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

」レフンイ
・

給
線

供
曲

「

」レフン
イ

要
線

需
曲

「

ｏ

５４

＾
ｙ

＾
ｙ

＾
Ｐ

＾
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｏ

８．図

　
　
　
・
Ｙ

と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
総
需
要
成
長
率
の
減
少
（
」
Ｎ
〈
◎
）

す
く
な
く
と
も
短
期
的
に
は
、
そ
れ
は
実
質
成
長
率
（
夕
）
の
み
を
低
下
さ
せ
、

と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
四
（
九
四
〇
）

組
合
は
現
在
の
貨
幣
賃
金
上
昇
率
に
固
執
す
る
。
寡
占
企
業
も
こ
れ
を
受
諾
し
、

そ
れ
を
価
格
に
転
嫁
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
た
と
え
労
働
組
合
か
ら
そ
の
よ
う

な
要
求
が
お
こ
ら
な
い
と
し
て
も
、
前
提
◎
の
『
価
格
変
化
の
非
対
称
性
』
に
よ

り
、
寡
占
企
業
の
協
調
に
よ
る
独
占
的
行
動
は
、
現
在
の
供
給
価
格
上
昇
率
を
維

持
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
総
需
要
成
長
率
の
減
少
に
よ

っ
て
企
業
内
に
「
過
剰
雇
用
」
が
生
じ
る
場
合
に
は
よ
り
顕
著
と
な
る
と
考
え
ら

れ
聖

　
従
っ
て
、
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
前
提
の
も
と
で
は
、
（
Ｈ
・
Ｈ
◎
）
式
に
お
い
て
、

　
　
　
き
ミ
舎
Ｖ
◎
　
１
　
、
」
吋
く
◎

　
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
一
Ｈ
ト
）

　
　
　
」
、
Ｈ
」
勺
Ｈ
◎
　
　
　
　
べ
」
炉
◎

　
　
　
　
　
　
は
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
を
上
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
フ
レ
率
（
、
ｐ
）
は
ほ
と
ん
ど
低
下
し
な
い
こ

　
皿
　
ケ
イ
ン
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ

　
図
．
８
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
　
「
需
要
ー
イ
ン
フ
レ
」
曲
線
と
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
交
点
が
左
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
れ

ぱ
、
イ
ソ
フ
レ
率
は
上
昇
し
、
実
質
成
長
率
は
下
落
す
る
か
ら
、
経
済
は
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ニ
化
し
っ
っ
あ
る
一
一
ス
タ
グ
フ
レ



ー
シ
ョ
ソ
の
定
義
◎
）
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
経
済
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
に
１
入
り
こ
む
な
ら
ば
、
経
済
は
「
ス
タ
グ

フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
に
あ
る
」
（
定
義
¢
）
こ
と
に
な
る
。

　
従
っ
て
こ
こ
で
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
モ
デ
ル
に
お
げ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
原
因
と
そ
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
、

次
い
で
・
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
に
あ
る
経
済
を
、
ケ
イ
ソ
ズ
的
な
総
需
要
政
策
に
よ
っ
て
そ
こ
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
。

　
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
ー
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
〔

　
ヶ
イ
ソ
ズ
派
に
お
い
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
お
こ
る
第
一
の
ヶ
ー
ス
は
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
シ
フ
ト
す
る

場
合
で
あ
毫
そ
し
て
こ
れ
は
・
強
力
隻
働
組
合
に
よ
る
経
済
状
況
を
無
視
し
た
賃
金
引
上
げ
要
求
一
、
、
の
上
昇
一
、
石
油
な
ど
の

資
源
価
格
の
持
続
的
な
高
騰
に
よ
る
総
供
給
価
格
上
昇
圧
力
、
杜
会
不
安
・
勤
労
意
欲
の
低
下
、
高
い
生
産
性
を
体
化
し
た
設
備
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
の
停
滞
な
ど
に
よ
る
経
済
全
体
の
生
産
性
の
低
下
（
、
０
の
下
落
）
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
－
９
に
お
げ
る
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
お
こ
る
第
二
の
ケ
ー
ス
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
と
不
況
が
共

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
　
存
す
る
場
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
（
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓
　
イ
マ
ソ
ド
・
プ
ル
）
と
そ
れ
に
追
随
す
る
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
っ
て
か
、
ま
た
は
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
（
コ
ス
ト
．
プ
ヅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
）
と
そ
れ
を
支
持
す
る
総
需
要
政
策
に
よ
っ
て
、
ま
ず
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
生
じ
る

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
四
五
（
九
四
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
図
－
４
の
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

皿スー
ケ０↓図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
六
（
九
四
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
高
進
に
対
し
て
、

政
策
当
局
が
総
需
要
抑
制
政
策
に
転
ず
る
か
（
カ
、
６
の
減
少
）
、
ま
た
は
総
需
要
の
自
生

的
な
減
少
（
、
炉
の
減
少
）
が
生
じ
る
な
ら
ば
、
　
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
下
方
ヘ
シ
フ

ト
す
る
。
し
か
し
こ
の
効
果
は
、
（
Ｈ
．
崖
）
式
で
示
し
た
よ
う
に
、
同
時
的
な
「
供
給
ー
イ

ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
、
主
と
し
て
実
質

成
長
率
の
減
少
と
な
る
（
図
－
１
０
の
Ｂ
か
ら
Ｃ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
お
こ
る
第
三
の
ヶ
－
ス
は
、
政
策
当
局
が
総
需
要
拡
大
政
策
と

抑
制
政
策
を
反
復
的
に
お
こ
た
う
場
合
で
あ
る
。

　
い
ま
経
済
が
図
．
１
１
の
Ａ
点
に
あ
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
経
済
状
態
の
も
と
で
、
政
策
当
局
が
不
況
の
克
服
が
急
務
で
あ
る
と
判

断
し
て
総
需
要
拡
大
政
策
を
と
る
と
す
る
と
、
経
済
は
Ｂ
点
に
向
う
こ
と
に
た
る
。
と
こ
ろ
が
経
済
が
Ｂ
点
に
到
達
す
る
と
、
政
策

当
局
は
逆
に
イ
ソ
フ
レ
抑
制
が
重
要
で
あ
る
と
判
断
す
る
よ
う
に
な
り
、
総
需
要
抑
制
政
策
を
と
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

（
Ｈ
・
崖
）
式
よ
り
同
時
的
な
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
を
と
も
な
う
か
ら
、
主
と
し
て
実
質
成
長
率
の
み
が

低
下
し
、
経
済
は
Ｂ
点
か
ら
Ｃ
点
へ
向
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
総
需
要
拡
大
政
策
と
抑
制
政
策
の
反
復
に
よ
っ
て
、
経
済
は

Ｃ
↓
Ｄ
↓
Ｅ
↓
Ｆ
↓
Ｇ
と
移
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
に
接
近
す
る
こ
と
に
た
る
。

　
し
か
も
、
前
提
　
お
よ
び
（
Ｈ
・
Ｈ
・
。
）
式
よ
り
、
総
需
要
抑
制
を
貨
幣
政
策
（
・
〃
の
減
少
）
、
総
需
要
拡
大
を
財
政
政
策
（
６
の
増
加
）

に
よ
っ
て
お
こ
な
う
な
ら
ば
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
の
進
行
と
同
時
に
、
財
政
赤
字
の
累
積
と
い
う
新
た
な
経
済
危
機
が
生
じ
か

ね
な
い
。



　
　
Ｂ

　
Ｄ

Ｆ
　
　
　
　
　
Ａ

　
　
　
　
Ｃ

　
　
　
Ｅ

ｏ

５４
ｏ

５４

＾
ｙ

＾
Ｐ

Ｇ

Ｏ

皿スーケーイ図

長
率
は
一
層
減
少
（
た
と
え
ば
、
マ
ィ
ナ
ス
の
実
質
成
長
率
）
す
る
こ
と
に
な
り

る
こ
と
は
避
げ
ら
れ
た
い
（
図
、
１
２
の
Ｂ
か
ら
Ｃ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
経
済
状
況
が
持
続
す
る
な
ら
ぱ
、
ケ
ィ
ソ
ズ
派
の
前
提
＠
の
『
貨
幣
賃
金
率
変
化
の
非
対
称
性
』
、
前
提
　

の
『
価
格
変
化
の
非
対
称
性
』
が
解
消
し
て
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
が
下
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
（
図
、
６
の

Ｃ
か
ら
Ｄ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。
し
か
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
が
低
下
す
る
こ
と
に
た
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
厳
し
い

不
況
の
も
と
で
の
持
続
的
な
イ
ソ
フ
レ
率
の
低
下
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
前
提
　
の
『
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
下
方
硬
直
性
』
も
解
消
さ

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
四
七
（
九
四
三
）

　
〕

　
２
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
対
す
る
総
需
要
政
策
の
有
効
性

　
〔

　
　
　
　
〕

　
経
済
が
１
で
示
し
た
よ
う
な
原
因
に
よ
っ
て
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
に

　
　
　
　
〔

あ
る
場
合
、
対
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
政
策
と
し
て
ヶ
イ
ソ
ズ
的
な
総
需
要
政
策

が
有
効
で
あ
る
か
と
い
う
間
題
を
検
討
す
る
。

　
総
需
要
抑
制
政
策
に
よ
る
総
需
要
成
長
率
の
減
少
は
、
　
「
需
要
－
イ
ソ
フ
レ
」

曲
線
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
が
、
　
（
Ｈ
・
崖
）
式
よ
り
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲

線
の
上
方
へ
の
シ
フ
ト
を
伴
う
か
ら
、
そ
の
イ
ソ
フ
レ
抑
制
効
果
は
小
さ
く
、
実

質
成
長
率
の
み
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
よ
り
一
層

深
刻
な
も
の
と
な
る
（
図
．
１
２
の
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

　
そ
し
て
、
政
策
当
局
が
さ
ら
に
総
需
要
抑
制
政
策
を
強
め
る
な
ら
ぱ
、
実
質
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
こ
の
厳
し
い
不
況
に
よ
っ
て
大
量
の
失
業
が
発
生
す



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

Ａ

＾
Ｐ

Ｃ

Ｂ
　
Ｅ

Ｄ
　
　
Ｆ

＾
ｙ

Ｏ

２イ図

　
も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
は
図
１
１
２
の
Ｂ
か
ら
Ｆ
へ
の
経
済
の
移
行
遇
程
で
は
、

で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ケ
イ
ソ
ズ
派
モ
デ
ル
に
お
い
て
、
対
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
と
し
て
総
需
要
政
策
が

有
効
で
あ
る
た
め
に
は
、
強
力
な
総
需
要
抑
制
政
策
を
長
期
問
持
続
Ｌ
っ
づ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
ず
「
供
給
ー
イ
ン
フ
レ
」
曲
線

を
十
分
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
が
達
成
さ
れ
た
後
に
、
総
需
要
抑
制
政
策
を
次
第
に
緩
和
し
て
ゆ
っ

く
り
拡
大
政
策
に
転
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
低
位
に
あ
る
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
に
沿
っ
て
、
経
済
を
不
況
か
ら
回
復
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
た
ら
ば
、
経
済
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
八
（
九
四
四
）

せ
、
　
「
供
給
－
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
を
さ
ら
に
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
（
図
－
１
２
の
Ｄ
か
ら
Ｅ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。
図
１
１
２
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
よ
う
な
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
下
方
へ
の
シ
フ
ト
の
効
果
は
、
イ

ソ
フ
レ
率
を
低
下
さ
せ
、
実
質
成
長
率
を
上
昇
さ
せ
る
か
ら
、
そ
れ
は
経
済
を

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
か
ら
離
脱
さ
せ
る
方
向
に
作
用
す
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
総
需
要
抑
制
政
策
に
よ
っ
て
生
じ
た
長
く
か
つ
深
刻
た
不
況
の

持
続
は
、
人
々
の
将
来
に
対
す
る
予
想
を
不
確
実
で
悲
観
的
な
も
の
に
す
る
だ

ろ
う
。
そ
れ
は
消
費
性
向
の
低
下
や
民
問
投
資
の
減
少
を
ま
ね
き
（
多
の
減
少
）
、

「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
下
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
（
図
－
１
２
の
Ｅ

か
ら
Ｆ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
述
の
諸
効
果
は
連
続
的
・
同
時
並
行
的
に
生
じ
る



従
一
て
・
上
述
の
ヶ
イ
ソ
ズ
的
な
総
需
要
政
策
が
成
功
す
る
た
め
に
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
前
醤
８
が
短
期
的
篭
の
で
あ
り
、

長
期
的
に
は
成
立
し
て
い
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

○
ｏ
不
況
が
比
較
的
す
み
や
か
に
一
貨
幣
賃
金
率
変
化
の
非
対
称
性
一
お
よ
び
一
価
格
変
化
の
非
対
称
性
一
を
解
消
さ
せ
、
そ
れ

ら
を
下
方
伸
縮
的
に
す
る
・
す
な
わ
ち
一
；
一
式
が
短
期
的
に
の
孟
立
す
る
こ
と
、
の
不
況
下
の
イ
ソ
フ
レ
率
の
低
下
が
、

比
較
的
す
み
や
か
に
一
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
下
方
硬
直
性
一
を
解
消
さ
せ
、
そ
れ
を
下
方
伸
縮
的
写
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
は
、
よ
り
厳
密
に
は
次
の
よ
う
に
し
て
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

い
ま
便
宜
的
に
・
総
需
要
政
策
と
し
て
貨
幣
政
策
一
・
Ｍ
の
変
更
一
の
奈
用
い
ら
れ
る
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
一
；
一
式
吉
、

　
　
　
　
鴻
・
諦
－
・
・
恥
・
＊
亨
諦
∴
仙
・
串
・
、
（
串
。
）
．
華
　
　
（
ピ
、
岬
）

と
な
り
、
ま
た
、
（
Ｈ
・
旨
）
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
昌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
一
Ｈ
ｏ
）

　
　
　
　
Ｈ
ｎ
　
　
〉
十
　
〉

　
　
　
　
　
　
～
、
　
　
～
『

で
あ
る
か
ら
、
（
Ｈ
・
ま
）
式
を
（
Ｈ
・
旨
）
式
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
容
十
～
）

　
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
、
、
十
　
　
〉
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
～
、
　
　
～
、
１
　
　
　
　
　
～
、
　
　
　
一
～
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
ミ
）

　
　
　
　
　
～
吋
　
　
～
詩
　
　
　
　
　
、
　
　
　
ｏ
、
～
　
　
～
峯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
、
ｌ
Ｑ
・
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
四
九
（
九
四
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
五
〇
一
九
四
六
一

　
　
　
　
　
　
〉
　
）
一
よ
恨
」
一
揖
、
一
　
〉

　
　
　
　
　
喜
．
ミ
ー
　
　
亀
　
　
ミ
　
　
ミ

　
　
　
　
　
尋
尋
．
ミ
÷
恨
　
．
尋
　
　
　
　
　
　
一
一
．
一
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
、

を
得
る
。
ま
た
、
（
Ｈ
・
■
）
式
よ
り
、

　
　
　
　
　
、
、
ー
ミ
　
ミ
　
音

　
　
　
　
　
・
１
　
　
〉
十
　
　
〉
　
・
　
〉

　
　
　
　
　
～
ミ
　
　
９
ミ
　
　
ｏ
お
　
　
、
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
・
岩
）

で
あ
る
。
図
、
芸
・
か
ら
Ｂ
一
の
プ
目
セ
ス
で
は
、
一
；
一
式
よ
り
、
、
一
、
什
、
一
〈
・
・
前
醤
よ
り
、
ザ
；
差
す
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、

と
が
で
き
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
呉
勺
十
〇
）

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
、
１
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
〉

　
　
　
　
溶
．
串
、
一
來
・
苧
・
下
、
（
耶
、
）
一
　
　
一
量
一

　
　
　
　
　
〉
　
〉
　
一
ー
さ
十
。
一

　
　
　
　
§
　
　
、
、
　
　
　
　
～
吋
　
　
　
高

　
　
　
　
尋
．
尋
Ｈ
　
一
十
・
、
　
．
尋
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
一
；
一

と
な
り
、
総
需
要
抑
制
政
策
（
」
導
く
ｏ
）
は
実
質
成
長
率
を
低
下
（
ら
く
◎
）
さ
せ
る
。

次
に
、
図
、
、
の
Ｂ
か
ら
Ｆ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
、
（
耶
。
）
±
…
挑
、
帆
一
と
季
こ
と
が
で
き
る
か
ら
・



　
　
　
　
烏
．
烏
…
　
・
、
）
．
帽
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
一
量
一

　
　
　
　
～
、
　
　
、
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
“
　
　
　
～
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
、
、
１
ｓ
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
“

　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
）
　
　
　
　
］
ｌ
Ｉ
ｓ
・
　
　
〉
　
　
　
　
　
〉

　
　
　
　
昌
　
一
～
、
１
ｌ
　
　
　
　
ｏ
＾
　
　
一
～
代
１
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｈ
．
轟
）

　
　
　
　
～
吋
　
　
～
詩
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、
“
　
　
　
～
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
＋
、
、
１
　
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ
、

と
膏
・
総
需
要
抑
制
政
策
一
」
芹
◎
一
は
、
イ
ソ
フ
レ
率
と
実
質
成
長
率
を
低
下
一
弓
く
◎
；
〈
◎
一
さ
叱
る
。
さ
ら
に
、
期

待
イ
ソ
フ
一
率
の
調
整
が
完
全
で
そ
れ
が
十
分
長
幣
賃
金
上
昇
率
に
反
映
さ
れ
る
乏
荒
ば
、
・
去
は
－
に
接
近
し
、

こ
れ
に
よ
一
て
、
や
諦
は
幹
に
、
ま
た
平
串
は
。
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
つ
て
こ
の
場
合
に
牢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
〉
　
　
　
〉
　
　
　
　
　
（
１
３
）

総
需
要
抑
制
政
策
一
・
芦
〇
一
は
イ
ソ
フ
レ
率
の
み
を
低
下
一
弓
と
穴
９
も
－
・
一
さ
芸
。
ま
た
、
不
況
期
に
淳
る
総
需

要
成
長
率
の
自
生
的
姦
少
一
・
ぢ
一
は
、
一
；
一
式
の
、
代
Ｖ
・
で
示
さ
れ
る
か
ら
、
総
需
要
抑
制
効
果
は
さ
ら
に
強
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
音

ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
明
秦
乏
、
前
述
し
た
条
筍
の
、
一
耶
。
一
は
ゼ
一
、
昨
は
急
速
に
１
に
接
近
す
る

が
満
さ
れ
な
け
れ
ば
、
総
需
要
政
策
の
み
に
ょ
っ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
深
刻
た
不
況
の
み
を

長
び
か
せ
る
こ
と
に
書
、
失
敗
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
条
件
８
が
成
立
し
て
い
た
い
状
況
の
も
と
で
、
安
易
に
総
需
要
拡

大
政
策
と
抑
制
政
策
を
く
り
か
え
す
こ
と
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
お
こ
る
第
三
の
ヶ
ー
ス
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ス
タ

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
　
二
五
一
（
九
四
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
二
（
九
四
八
）

グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
よ
り
深
刻
な
も
の
に
す
る
危
険
性
が
あ
る
。

し
か
し
、
我
、
が
こ
こ
で
強
調
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
重
要
な
間
題
は
次
の
点
で
あ
る
。
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
モ
デ
ル
で
は
条
件
ｃ
リ
ｏ

が
成
立
し
て
い
れ
ば
、
総
需
要
政
策
に
よ
っ
て
経
済
を
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
か
ら
離
脱
さ
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
・
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
は
長
い
時
問
を
要
し
、
し
か
も
苦
痛
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
総
需
要
枠
緋
政
策
の
み
に
よ

っ
て
は
、
イ
ソ
フ
レ
は
抑
制
し
え
て
も
も
と
の
実
質
成
長
率
の
水
準
（
図
－
１
２
の
Ａ
点
の
・
ツ
）
に
も
ど
る
保
証
は
た
く
・
前
述
し
た
よ

う
に
新
た
な
総
需
要
拡
大
政
策
が
必
要
と
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
条
件
ｏ
〇
四
が
成
立
す
る
な
ら
ば
、
　
「
供
給
－
イ
ソ
フ

レ
」
曲
線
は
下
方
伸
縮
的
と
な
り
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
見
解
は
我
々
が
第
三
章
で
論
ず
る
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
見
解
に
急
速
に
接
近
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
「
総
需
要
抑
制
政
策
（
、
〃
の
減
少
）
の
み
に
よ
っ
て
実
質
成
長
率
は
も
と
の
水
準
に
も
ど
る

か
ら
、
そ
れ
の
み
で
十
分
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
と
は
依
然
と
し
て
基
本
的
に
異
な
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
・

　
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
多
く
の
論
者
は
、
条
件
ｏ
ｏ
似
の
成
立
に
懐
疑
的
匁
こ
と
か
ら
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
対
し
て
は
総
需
要
政
策
の

み
で
は
不
十
分
で
あ
る
と
み
て
お
り
、
総
需
要
政
策
に
加
え
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
を
下
方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
他
の
政
策
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

段
（
た
と
え
ぱ
、
所
得
政
策
な
ど
）
の
活
用
を
重
視
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ケ
イ
ソ
ズ
派
は
杜
会
構
造
派
と
は
異
た
り
、
市
場
機
構

の
有
効
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
対
し
て
は
価
格
機
構
の
否
定
に
っ
な
が
る
よ
う
な
政
策
手
段

の
採
用
を
主
張
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
に
彼
ら
の
ジ
レ
ソ
マ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
第
三
章
、
杜
会
構
造
派
に
つ
い
て
は
、
本
論
の
第
二
章
、
第
三
節
を
参
照
の
こ
と
◎

　
　
（
２
）
　
小
泉
〔
２
７
〕
、
新
開
〔
４
６
〕
な
ど
。

　
　
一
。
一
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
特
讐
っ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
藤
野
一
珊
一
、
小
泉
一
〃
一
、
新
保
一
〃
一
、
官
沢
一
班
一
、
塩
野
谷
一
犯
一
；
事
冨
一
・

　
　
　
辻
村
〔
５
９
〕
、
弓
、
、
、
岸
巨
。
斤
〔
蜆
・
。
〕
た
ど
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
に
つ
い
て
は
・



　
声
Ｏ
巨
２
〔
Ｈ
〕
・
零
９
｛
彗
げ
５
旨
¢
Ｈ
竃
｛
自
◎
一
Ｎ
冒
竃
８
〕
、
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
ヶ
イ
ソ
ズ
派
も
含
め
た
イ
ソ
フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
理
論
に
関

　
　
す
る
サ
ー
ベ
ィ
は
非
常
に
多
い
が
、
ｏ
っ
～
冒
亮
げ
昌
〔
お
〕
た
ど
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
４
一
ヶ
イ
ソ
ズ
派
と
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
誓
重
要
な
対
立
点
の
；
は
、
長
期
的
に
表
然
と
し
て
こ
の
ト
レ
、
ド
．
オ
フ
の
関
係
が
成

　
　
立
す
る
か
否
か
す
な
わ
ち
、
長
期
的
に
も
「
フ
イ
リ
ツ
プ
ス
曲
線
一
が
負
の
傾
き
を
も
っ
か
否
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。
こ
の
問
題

　
　
に
っ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
勺
巨
旨
湯
８
ゆ
〕
、
新
保
〔
４
７
〕
〔
４
８
〕
、
豊
田
〔
５
５
〕
た
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
５
）
　
た
と
え
ぱ
、
ｈ
｝
巨
冒
〔
墨
〕
、
－
◎
｝
豪
旨
〔
轟
〕
た
ど
を
参
照
の
こ
と
。

（
６
）
　
た
と
え
ぱ
、
藤
野
〔
１
６
〕
、
小
泉
〔
２
７
〕
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

一
７
一
一
８
一
こ
の
点
に
っ
い
て
は
・
寡
占
経
済
を
前
提
と
す
る
こ
差
く
、
不
均
衡
動
学
モ
デ
ル
に
よ
る
ア
プ
ロ
、
チ
一
団
、
、
、
。
、
箏
…
、
。
。
。
甲

　
　
昌
竃
〔
Ｎ
〕
な
ど
）
や
・
主
観
的
需
要
曲
線
（
根
岸
〔
３
４
〕
）
、
需
要
不
確
実
性
下
の
企
業
行
動
（
藤
野
〔
１
７
〕
）
か
ら
理
論
的
に
導
出
し
よ

　
　
う
と
す
る
試
み
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
非
対
称
が
寡
占
経
済
の
も
と
で
は
よ
り
顕
著
に
な
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
９
）
　
こ
れ
は
「
フ
イ
リ
ツ
プ
ス
曲
線
」
が
右
上
り
で
下
に
凸
の
曲
線
で
あ
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

一
ｍ
一
屋
削
述
し
た
投
資
の
限
界
効
率
、
消
費
性
向
、
流
動
性
選
好
、
分
配
率
な
ど
に
依
存
す
る
が
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
は
、
資
本
主
義
経
済
に

　
　
お
げ
る
投
資
の
不
安
定
性
を
強
調
す
る
か
ら
、
投
資
の
限
界
効
率
の
変
化
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

（
ｕ
）
　
「
過
剰
雇
用
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
〔
６
４
〕
を
参
照
の
こ
と
。

（
１
２
）
　
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
杜
会
構
造
派
が
特
に
重
視
し
て
い
る
。

（
１
３
）
　
こ
の
場
合
は
、
後
述
す
る
ヤ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
図
（
図
－
１
７
）
の
Ｅ
か
ら
Ｆ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
し
て
い
る
。

（
１
４
）
　
本
章
の
第
二
節
を
参
照
の
こ
と
。

第
二
節
　
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
ツ
ヨ
ソ
対
策

　
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
基
本
的
た
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
対
策
は
、
次
の
三
っ
の
特
徴
を
も
っ
た
総
需
要
政
策
で
あ
る
。
す
た
わ
ち
、
Ｑ

財
政
政
策
を
中
心
と
し
た
総
需
要
管
理
政
策
、
◎
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
よ
り
も
利
子
率
操
作
を
中
心
と
し
た
金
融
政
策
、
　
ル
ー
ル

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
五
三
（
九
四
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
四
（
九
五
〇
）

で
は
な
く
、
裁
量
に
基
づ
く
政
策
運
営
で
あ
る
。

　
い
ま
そ
の
経
済
に
と
っ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
み
が
問
題
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
有
効
需
要
引
締
め
政
策
に
わ
れ
わ
れ
は
あ
る
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

度
の
有
効
性
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
第
一
節
の
皿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
ヶ
イ
ン
ズ
派
の
前
提
の
下
で
は
総

需
要
管
理
政
策
の
み
に
よ
っ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線

を
下
方
シ
フ
ト
さ
せ
る
よ
う
た
積
極
的
政
策
手
段
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
種
々
の
提
言
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
マ
ク
ラ
ツ
ヶ
ソ
．
グ
ル
ー
プ
報
告
書
で
は
、
総
需
要
政
策
を
基
本
に
お
き
な
が
ら
、
他
の
政
策
諾
手
段
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

併
用
に
よ
っ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
は
克
服
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
、
ま
た
パ
ー
キ
ソ
ス
は
、
－
財
政
緩
和
（
減
税
）
政
策
に
よ

る
不
況
の
克
服
と
金
融
引
締
め
政
策
（
公
債
の
公
衆
へ
の
売
却
を
っ
う
ず
る
マ
ネ
ー
サ
プ
ラ
ィ
の
抑
制
）
に
よ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
抑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

制
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
・
、
・
・
ツ
ク
ス
に
よ
っ
て
対
処
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
政
策
当
局
に
よ
る
管
理
あ
る
い
は
統
制
は
、
マ
ク
回
の
水
準
の
み
に
留
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る
立
場
・
こ
と

に
市
場
の
不
完
全
競
争
化
に
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
基
因
を
求
め
る
立
場
か
ら
は
、
所
得
政
策
や
直
接
雇
用
量
を
高
め
る
た
め
の

、
、
、
ク
肩
的
調
整
等
、
、
、
、
ク
ロ
経
済
へ
の
介
入
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
供
給
サ
ィ
ド
の
重
要
性
に
注
目
す
る
人
々
は
、
需
要
サ
ィ
ド
の
管
理
に
加
え
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
強
い
供
給
管
理

政
策
の
必
要
性
を
説
い
て
い
る
。

　
以
下
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
ヶ
イ
ン
ズ
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
に
っ
い
て
よ
り
詳
細
た
検
討
を
行
な
っ
て

い
く
こ
と
に
す
る
。

ｃ
Ｄ
　
ポ
リ
シ
ー
．
、
、
・
ヅ
ク
ス
の
提
案
　
　
パ
ー
キ
ソ
ス
の
場
合



　
パ
ー
キ
ソ
ス
の
政
策
提
言
の
特
徴
は
、
¢
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
マ
ソ
デ
ル
流
の
財
政
、
金
融
政
策
の
ポ
リ
シ
ー
．
、
、
、
ツ
ク
ス

に
よ
っ
て
基
本
的
に
解
決
さ
れ
う
る
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
、
◎
し
た
が
っ
て
、
価
格
－
所
得
政
策
は
○
の
補
完
的
役
割
を
担
う
に

す
ぎ
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
市
場
に
淳
る
不
完
全
競
争
化
の
進
展
が
高
度
成
長
期
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
シ
を
、

ま
た
減
速
成
長
期
隻
げ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
基
因
で
あ
る
と
し
て
価
格
－
所
得
政
策
の
適
用
を
主
張
し
て
い
る
隻
酉
構
造

の
立
場
と
は
著
し
く
見
解
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
：
↑
キ
ソ
ス
の
政
策
提
言
の
内
容
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
雲
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
政
策
と
し
て
金
憩
引
締

め
政
策
一
適
切
歪
の
実
質
税
引
き
収
蓼
生
む
魅
力
的
な
債
券
の
売
り
オ
ペ
レ
、
シ
ヨ
ソ
一
と
財
政
緩
和
政
策
一
減
税
政
策
一
と
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
は
↑
キ
ソ
ス
が
、
イ
ソ
フ
レ
↓
ヨ
ソ
の
鎮
静
化
の
た
め
に
は
金
融
政
策
の
方
が
よ
り
大
き
な

効
果
を
も
っ
と
い
う
事
実
認
識
に
聖
、
雇
用
藻
を
目
的
と
す
る
拡
張
的
財
政
政
策
、
す
な
わ
ち
減
税
政
策
一
こ
と
に
法
人
税
．
消

費
税
の
減
税
一
窒
た
・
企
業
の
一
ス
ト
を
低
下
さ
芸
こ
と
を
つ
う
じ
て
コ
ス
ト
・
プ
ツ
シ
ユ
．
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
軽
減
に

対
し
て
嘉
効
性
を
轟
す
毛
の
で
嚢
と
い
う
認
穫
立
つ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
関
税
等
に
よ
る
覇
と
い
つ
た
国

際
貿
易
を
拘
束
す
る
措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
。
ま
た
、
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
は
追
加
的
政
策
手
段
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
な
く
、
あ

く
ま
で
姦
政
．
金
融
政
策
が
望
ま
し
い
物
価
・
雇
用
水
準
を
達
成
す
る
た
め
の
補
助
的
手
段
と
し
て
利
用
す
べ
き
で
あ
る
。

上
述
の
バ
ー
キ
ソ
ス
に
よ
る
ス
タ
グ
フ
レ
↓
一
ソ
克
服
の
た
め
の
処
嚢
一
ポ
リ
シ
、
、
、
ツ
ク
ス
一
は
、
対
外
均
衡
は
為
替
フ

ロ
ー
ト
制
に
よ
っ
て
、
一
方
国
内
均
衡
は
財
政
・
金
融
政
策
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
つ
て
達
成
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の

で
あ
る
・
し
か
し
・
価
格
－
所
得
政
策
、
為
替
レ
ー
ト
の
政
策
的
調
整
採
用
の
可
能
性
を
全
面
的
に
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
と
解

釈
す
る
こ
奈
で
き
る
二
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
政
策
提
言
が
実
行
の
段
階
に
移
行
す
る
前
に
は
検
討
し
て
お
く
べ
き
い
く
っ
か
の

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
五
五
（
九
五
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
六
（
九
五
二
）

間
題
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
政
策
手
段
の
割
当
て
を
提
言
す
る
場
合
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
政
策
バ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
目
的
変
数
に

関
す
る
弾
カ
性
値
の
相
対
比
較
（
こ
と
に
減
税
政
策
の
雇
用
創
出
効
果
と
イ
ソ
フ
レ
抑
制
効
果
）
に
っ
い
て
の
実
証
的
検
討
で
あ
る
。
次
に

目
標
達
成
に
対
す
る
障
害
に
っ
い
て
の
検
討
　
　
利
子
率
の
変
動
し
う
る
範
囲
の
限
界
、
ま
た
パ
ー
キ
ソ
ス
の
提
一
言
は
、
明
ら
か
に

財
政
赤
字
の
も
と
に
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
財
政
再
建
問
題
に
直
面
し
て
い
る
経
済
に

お
げ
る
売
り
オ
ペ
お
よ
び
減
税
政
策
採
用
の
可
能
性
等
　
　
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
補
完
的
政
策
手
段
の
必
要
性
の
有
無
等
に
つ

い
て
も
検
討
が
行
な
わ
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
な
く
と
も
財
政
赤
字
が
累
積
し
て
い
る
今
日
の
日
本
経
済
に
関
す
る
限
り
・
そ

れ
ら
の
直
接
的
な
導
入
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
○
　
所
得
政
策
の
提
案

　
所
得
政
策
の
目
的
は
、
公
共
の
利
益
と
い
う
観
点
か
ら
所
得
形
成
過
程
に
介
入
し
、
強
制
的
あ
る
い
は
教
育
的
な
秩
序
あ
る
説
得

を
っ
う
じ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
抑
制
と
経
済
成
長
率
の
維
持
と
を
企
図
す
る
こ
と
に
あ
り
、
費
用
の
低
下
（
と
く
に
賃
金
）
を
っ

う
じ
て
直
接
的
に
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
効
果
を
も
っ
て
い
る
。

　
本
政
策
が
導
入
さ
れ
る
前
提
条
件
は
、
市
場
が
寡
占
化
し
て
お
り
、
市
場
条
件
か
ら
は
独
立
に
諸
価
格
が
管
理
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
、
本
政
策
が
現
実
の
経
済
に
導
入
さ
れ
る
に
当
っ
て
は
具
体
化
さ
れ
る
べ
き
多
数
の
問
題
に
直
面
す
る
。
す
た
わ
ち
・

¢
対
象
分
野
の
設
定
　
　
国
際
収
支
の
分
野
、
賃
金
・
物
価
の
分
野
等
導
入
分
野
の
選
択
、
◎
適
用
さ
れ
る
所
得
対
象
の
範
囲

賃
金
．
利
潤
．
利
子
．
地
代
等
導
入
分
野
に
っ
い
て
の
選
択
、
　
適
用
す
る
所
得
対
象
の
産
業
別
・
企
業
別
選
択
、
＠
導
入
時
期
お

よ
び
解
除
の
時
期
の
選
択
　
　
タ
イ
、
、
、
ソ
グ
お
よ
び
期
問
の
設
定
、
　
適
用
の
強
度
　
　
ガ
イ
ド
ラ
イ
ソ
・
強
制
等
に
つ
い
て
の
選

択
、
◎
基
準
の
設
定
　
　
生
産
性
．
許
容
イ
ソ
フ
レ
率
等
に
つ
い
て
の
検
討
、
¢
対
象
外
分
野
の
選
択
　
　
地
理
的
一
企
業
規
模
に



関
す
る
非
集
中
部
門
に
っ
い
て
の
排
除
間
題
等
で
あ
る
。

さ
ら
に
・
所
得
政
策
が
導
入
さ
れ
る
場
合
の
前
提
と
し
て
は
次
の
諸
条
件
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
少
な
く
と
婁
れ
ら
が
検

討
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
霊
策
当
局
写
べ
て
の
分
野
・
産
糞
よ
び
企
業
に
っ
い
て
の
賃
金
率
．
価
格
．

生
産
性
等
の
情
報
が
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
霊
府
に
対
す
る
リ
ー
ド
役
と
し
て
の
信
頼
が
民
問
部
門
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、

霧
令
で
は
な
く
・
協
蓼
前
提
と
し
て
所
得
政
策
を
履
行
す
る
場
倉
お
い
て
は
、
参
袈
の
選
択
．
開
催
の
方
法
一
定
期
的
か
否

か
一
蒙
糞
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
寄
得
政
策
を
独
立
の
政
策
と
し
て
採
用
す
る
か
、
他
の
政
策
手
段
を
補
完
的
に
併
用
す
る
か

に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
・
所
得
政
策
釜
入
さ
れ
る
べ
き
か
否
か
は
、
各
国
・
各
時
点
に
ぎ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
性
質
．
経
済
環
境

（
市
場
構
造
の
特
徴
を
含
む
）
や
経
済
制
度
等
に
依
存
す
る
が
、
所
得
政
策
に
よ
つ
て
抑
圧
さ
れ
た
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
そ
の
解
除

後
一
着
沸
騰
し
て
し
言
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
ま
た
芝
吉
芝
れ
が
市
驚
構
一
の
介
入
を
意
味
す
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ぱ
、

所
得
政
策
は
緊
急
の
手
段
と
し
て
の
み
採
用
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
ゆ
　
ミ
ク
ロ
経
済
へ
の
介
入
政
策
の
提
案
　
　
北
欧
型
の
積
極
的
雇
用
政
策

本
政
策
は
・
マ
ク
ロ
的
需
要
拡
大
を
そ
れ
舌
然
失
業
率
を
達
成
す
る
水
準
に
留
め
る
と
と
芝
、
、
、
、
ク
ロ
的
な
選
別
的
雇
用
政

策
を
あ
わ
せ
行
言
こ
と
を
っ
己
て
残
余
の
失
業
を
で
き
る
だ
げ
吸
収
さ
せ
、
物
価
安
定
と
完
全
屠
用
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
い
る
・
こ
こ
で
選
別
的
雇
用
政
策
は
、
地
域
問
・
産
業
問
の
労
働
力
移
転
促
進
政
策
、
す
な
わ
ち
、
斜
陽
産
業
の
労
働
力

や
倒
産
企
業
の
労
働
力
を
繋
訓
練
を
っ
う
じ
て
発
展
産
業
に
転
職
さ
せ
て
い
く
政
策
・
失
業
多
発
地
域
の
労
働
カ
を
労
働
力
不
足

地
域
一
移
動
さ
せ
た
り
・
朱
業
多
発
地
域
の
産
業
移
動
を
助
成
す
る
政
策
、
さ
ら
に
通
常
の
労
働
市
場
で
は
雇
用
が
困
讐
高
齢
労

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
五
七
（
九
五
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
八
（
九
五
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

働
者
、
身
障
労
働
者
等
を
優
先
的
に
雇
用
す
る
助
成
策
を
含
ん
で
い
る
。

　
こ
の
政
策
は
、
マ
ク
ロ
的
総
需
要
を
刺
激
せ
ず
、
労
働
市
場
の
逼
迫
度
を
弱
め
る
と
と
も
に
労
働
力
の
有
効
利
用
や
能
力
開
発
に

役
立
ち
、
し
た
が
っ
て
物
価
安
定
を
損
な
わ
ず
に
よ
り
完
全
な
雇
用
を
可
能
に
し
、
雇
用
さ
れ
る
勤
労
者
の
福
祉
の
改
善
に
も
貢
献

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ソ
の
よ
う
な
相
対
的
小
国
に
お
い
て
は
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
・
大
国
の

場
合
に
は
コ
ス
ト
の
み
が
大
き
く
て
そ
の
成
果
が
小
さ
く
雲
可
窪
が
高
く
、
し
た
が
っ
て
そ
婁
入
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
↑
り
　
供
給
管
理
政
策
の
提
案

　
　
「
需
要
が
供
給
を
創
り
出
す
」
と
い
う
有
効
需
要
の
原
理
は
、
労
働
を
含
む
遊
休
資
源
の
存
在
を
前
提
と
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
・

公
害
問
題
の
深
刻
化
を
っ
う
じ
て
環
境
に
も
制
約
が
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
ま
た
、
　
艀
－
マ
・
ク
ラ
ブ
報
告
『
成
長
の
隈
界
』
・

石
油
危
機
を
っ
う
じ
て
食
糧
問
題
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
有
限
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
る

に
至
っ
て
供
給
管
理
の
重
要
性
が
人
々
の
間
に
強
く
認
識
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
近
年
に
お
け
る
ア
メ
リ
ヵ
の
産
業
に
お
け

る
生
産
性
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
に
及
ん
で
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
糧
・
人
口
・
環
境
・
技
術
革
新
等
供
給
能
力
に
関
す
る
管
理

の
重
要
性
は
、
需
要
管
理
と
と
も
に
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
て
強
調
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
・
例
え
ば

目
ス
ト
ウ
は
、
経
済
運
営
は
基
本
的
に
は
市
場
機
構
に
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
上
記
の
諸
間
題
は
市
場
に
よ
っ
て
は
解
決
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

い
と
し
て
、
従
来
以
上
の
政
府
の
経
済
へ
の
介
入
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
と
に
生
産
性
を
上
昇
さ
せ
る
投
資
く
技
術
革
新

投
資
Ｖ
を
促
進
さ
せ
る
積
極
的
な
，
リ
ー
ド
役
を
政
府
が
行
た
う
こ
と
が
最
重
要
課
題
と
な
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
・
す

た
わ
ち
ロ
ス
ト
ウ
は
、
土
地
効
率
、
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
効
率
の
向
上
等
を
目
的
と
す
る
技
術
革
新
投
資
へ
の
資
金
投
入
の



強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
一
て
供
給
斗
ソ
フ
レ
曲
線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
政
策
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

４
）
　
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
提
案

（

＾
ｙ

＾
ｙ１

＾
ｙ

３イ図

線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
う
え
に
お
い
て
そ
の
有
効
性
を
発
揮
す
る
で
あ
ろ
う

ら
、
総
需
要
成
長
率
の
低
下
に
応
じ
て
イ
ソ
フ
レ
率
が
低
下
す
る
時
、
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ

ソ
が
導
入
さ
れ
て
い
れ
ぽ
、
そ
れ
に
応
じ
て
貨
幣
賃
金
上
昇
率
．
利
子
率
が
低
下
す
る
。
こ

れ
ら
は
一
ス
ト
．
プ
一
シ
一
を
軽
減
さ
せ
る
要
因
と
し
て
働
き
、
そ
れ
に
応
じ
て
「
供
給
－

イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
が
下
方
に
シ
フ
ト
す
る
か
ら
で
あ
る
。
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
の
下
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

シ
フ
ト
は
、
上
図
の
如
く
、
実
質
成
長
率
し
た
が
っ
て
ま
た
雇
用
量
の
低
下
叱
軽
減
す
る
（
ｋ
。

↓
ｈ
で
は
た
く
、
｝
Ｏ
↓
ポ
）
と
と
も
に
、
イ
ソ
フ
レ
率
の
一
層
の
低
下
（
、
Ｏ
↓
ざ
で
は
な

イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ョ
ソ
は
、
需
要
の
停
滞
す
る
不
況
期
に
お
い
て
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
。
た
ぜ
な

く
、
、
Ｏ
↓
“
）
を
も
導
く
。

　
伺
　
競
争
促
進
化
等
そ
の
他
の
政
策
提
案

内
外
に
対
す
る
競
争
促
進
化
政
策
は
、
経
済
の
国
際
化
の
進
展
に
ょ
つ
て
海
外
か
ら
の
圧
力
と
し
て
真
竃
に
要
請
さ
れ
て
い

る
問
題
で
書
こ
註
企
業
の
合
理
化
努
力
を
促
す
こ
と
に
よ
つ
て
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
を
下
方
に
シ
フ
ト
さ
芸
蓄

と
し
て
作
用
す
る
・
こ
の
主
張
は
差
経
済
の
流
通
面
に
っ
い
て
も
妥
当
す
る
。
流
通
過
程
の
合
理
化
圧
力
は
、
小
売
価
格
の
〒

五
割
を
占
め
て
い
る
流
通
費
を
軽
減
さ
せ
る
力
言
っ
。
さ
ら
に
、
教
育
・
訓
練
等
を
っ
う
じ
て
労
働
力
の
質
を
改
善
さ
せ
る
政
策

は
・
生
産
性
の
上
昇
促
進
機
能
言
ち
・
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
抑
制
と
と
芝
雇
用
促
進
を
図
る
う
え
で
有
効
な
政
策
と
考
え
ら

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
五
九
（
九
五
五
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

二
六
ｑ
（
九
五
六
）

れ
る
。

　
　
一
－
一
哨
効
需
要
引
締
め
政
策
は
、
次
の
条
件
の
下
で
は
そ
の
効
果
が
弱
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
晋
動
経
済
一
箏
§
一
呈
が
支
配

　
　
　
　
的
で
あ
る
場
合
、
需
場
支
配
カ
が
強
く
コ
ス
ト
・
プ
ヅ
シ
ユ
・
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
性
格
が
強
い
場
合
葛
イ
ソ
フ
レ
心
理
の
定
着

　
　
　
　
が
根
強
い
場
合
等
で
あ
る
。

　
　
一
。
一
〇
・
向
・
。
・
Ｏ
・
マ
ク
ラ
ヅ
ケ
ソ
・
グ
ル
ー
プ
墾
一
書
一
警
お
よ
び
拙
稿
一
触
一
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
（
３
）
　
パ
ー
キ
ソ
ス
〔
３
７
〕
。

　
　
（
４
）
　
丸
尾
〔
２
９
〕
。

一
５
一
ロ
ス
ト
ウ
一
三
世
紀
一
の
出
発
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
を
超
え
て
・
一
雀
の
特
徴
は
・
次
の
諸
点
に
あ
る
・
す
な
わ
ち
６

　
　
　
　
一
ネ
ル
ギ
、
．
食
糧
．
原
材
料
．
合
．
環
境
．
技
術
革
新
な
ど
供
給
サ
イ
ド
の
嚢
性
姦
調
し
て
い
る
こ
と
・
◎
相
対
価
格
の
変
動

　
　
　
　
を
重
視
し
そ
れ
に
技
術
革
新
の
視
点
を
加
え
て
「
一
ソ
ド
ラ
チ
エ
フ
の
波
・
の
再
検
証
を
行
な
い
な
が
ら
歴
史
を
考
察
し
て
い
く
視
点

　
　
　
　
　
彼
は
一
九
七
二
年
以
降
の
経
済
を
コ
ソ
ド
ラ
チ
エ
フ
の
波
の
第
五
次
上
昇
期
と
捉
え
て
い
る
、
寒
共
政
策
の
重
要
性
を
強
調

　
　
　
し
ぷ
る
こ
と
、
こ
れ
は
フ
リ
、
ド
マ
ソ
等
新
自
由
主
義
者
の
立
場
と
暴
し
い
対
照
を
な
す
も
の
で
あ
る
・
＠
考
察
の
対
象
・
す
な
わ

　
　
　
ち
哨
細
雰
析
．
間
題
解
決
の
た
め
の
政
策
提
一
一
冒
が
主
と
し
て
ア
メ
ー
ヵ
に
対
し
て
向
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
・
◎
民
主
主
義
は
生
き
残

　
　
　
れ
る
カ
の
問
に
対
し
て
は
、
条
件
付
き
祭
ら
悲
観
的
見
通
し
よ
り
喜
し
ろ
楽
観
的
見
通
し
に
立
一
て
い
る
こ
と
で
あ
る
・

　
　
　
　
ま
た
、
票
っ
て
必
要
で
あ
つ
た
以
上
に
大
き
な
役
割
を
政
府
が
十
分
に
果
た
す
必
要
が
あ
る
と
し
て
－
－
ド
役
と
し
て
の
政
府
に
よ

　
　
　
り
大
き
な
役
割
を
付
し
て
い
る
こ
と
、
窒
り
重
視
す
べ
き
政
策
を
需
要
サ
ィ
ド
よ
り
真
給
サ
ィ
ド
の
管
理
隻
い
て
い
る
こ
と

　
　
　
少
な
く
と
も
こ
れ
ら
二
点
が
、
現
時
点
に
お
げ
る
経
済
嚢
を
妻
え
た
ヶ
イ
ソ
ズ
経
済
学
を
超
え
る
政
策
提
言
を
構
成
す
る
も
の
と
い

　
　
　
え
よ
う
。

　
　
　
　
本
書
は
、
上
述
の
如
く
食
糧
．
合
．
一
ネ
ル
ギ
ー
原
材
料
・
環
境
問
題
の
重
要
性
姦
調
し
、
そ
れ
ら
の
維
持
．
改
善
と
い
う
目

　
　
　
的
達
成
の
た
め
に
資
源
関
連
部
門
套
特
雰
野
一
の
投
資
の
拡
大
を
宴
う
こ
と
、
研
究
開
発
を
重
視
す
べ
き
こ
と
・
国
際
協
力
を
推

　
　
　
浮
バ
き
こ
と
な
ど
新
し
い
成
長
政
策
の
た
め
浜
給
サ
ィ
ド
の
間
題
に
真
剣
最
り
組
む
必
要
の
あ
る
こ
と
姦
調
す
る
点
に
最
大
の

　
　
　
意
義
が
あ
る
と
わ
れ
わ
れ
は
考
え
る
。



ま
た
・
林
一
２
・
一
一
警
は
・
総
需
要
管
理
政
策
は
ト
リ
レ
ソ
一
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
差
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
限
界
定
つ

て
い
る
が
・
技
術
進
歩
や
産
業
構
造
の
変
化
隻
、
供
給
曲
線
一
わ
れ
わ
れ
の
分
析
道
具
に
淳
る
「
供
給
－
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
一
を
下

方
ヘ
シ
フ
ト
さ
せ
る
蓄
が
う
ま
く
作
用
す
れ
ぱ
、
ト
リ
レ
ソ
一
の
解
消
が
起
こ
り
う
る
と
し
て
、
供
給
管
理
政
策
の
重
要
性
を
強
調
し

て
い
る
。

第
三
節
　
杜
会
構
造
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ

ヨ
汀
一

わ
れ
わ
れ
は
・
杜
会
構
造
派
（
コ
ス
ト
・
プ
ツ
シ
ュ
派
）
の
特
徴
を
次
の
諸
点
に
お
く
。
す
な
わ
ち
、
¢
今
日
の
市
場
構
造
に
お
い

て
は
寡
占
体
制
が
支
配
的
で
あ
り
、
経
済
は
巨
大
な
労
働
組
合
を
含
む
巨
大
な
独
占
者
た
ち
に
・
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
と
捉
え
て

い
る
こ
と
・
　
賃
金
率
決
定
に
当
っ
て
は
非
競
争
的
な
力
が
働
く
。
す
な
わ
ち
、
賃
金
率
は
労
働
組
合
の
指
令
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
。
賃
金
交
渉
は
実
質
賃
金
一
さ
ら
に
税
引
き
後
の
実
質
賃
金
の
維
持
要
求
と
い
う
移
態
を
と
る
。
ま
た
賃
金
格
差
に
は
、
公
正
な

パ
タ
ー
ソ
が
存
在
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
種
の
硬
直
性
が
存
在
す
る
。
も
し
も
こ
の
秩
序
が
何
ら
か
の
外
圧
で
掻
乱
さ
れ
る
た
ら

ば
・
永
続
的
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
過
程
が
始
ま
る
。
　
価
格
は
マ
ー
ク
ァ
ツ
プ
原
理
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
　
　

よ
り
・
全
体
的
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
率
は
労
働
組
合
の
指
導
者
の
戦
闘
性
（
所
得
要
求
の
ア
グ
レ
ツ
シ
ブ
ネ
ス
）
に
依
存
す
る
。
　
こ

の
意
味
で
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
原
因
は
、
杜
会
集
団
内
部
も
し
く
は
集
団
問
で
行
な
わ
れ
る
競
争
的
た
権
力
闘
争
に
あ
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
・
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
明
ら
か
た
如
く
杜
会
構
造
派
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
極
端
た
立
場
と
し
て
位
置
づ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。

こ
の
立
芝
対
す
る
間
題
点
と
し
て
は
、
次
の
諸
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
霧
続
的
穿
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
六
一
（
九
五
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
二
六
二
（
九
五
八
）

過
程
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
政
府
の
失
業
．
倒
産
の
回
避
を
目
的
と
し
た
支
持
的
需
要
拡
張
政
策
、
も
し
く
は
そ
の
適
用
へ
の
圧

力
を
含
め
て
有
効
需
要
の
裏
づ
げ
が
前
提
さ
れ
淳
れ
窪
ら
た
い
。
杜
会
構
造
派
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
原
因
が
過
去
な
い

し
現
在
の
過
剰
な
支
出
（
有
効
需
要
圧
力
）
に
あ
る
と
い
う
考
え
を
決
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
・
彼
ら
が
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ

ソ
の
原
因
を
も
つ
ぱ
ら
市
場
支
配
カ
の
乏
求
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
短
期
に
現
わ
れ
た
表
面
的
事
象
の
み
に
注
目
し
た
理
論
と
み

な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
◎
ま
た
こ
の
立
場
は
、
国
内
市
場
に
お
げ
る
独
占
的
圧
力
に
注
目
を
傾
注
す
る
傾
向
が
強
く
・
過
剰
流
動

性
一
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
国
際
収
支
の
赤
字
か
ら
生
じ
た
世
界
的
貨
幣
供
給
量
の
増
加
一
や
石
油
危
機
の
影
響
套
震
間
の
諾
関
係
婁

す
ご
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
こ
と
に
石
油
危
機
後
に
世
界
的
規
模
で
発
生
し
た
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
は
・
経
済
構
造
を
異
に

す
る
国
、
に
お
い
て
共
通
に
生
起
し
た
現
象
で
膏
、
そ
の
原
因
を
た
だ
罠
所
得
の
分
げ
前
を
め
ぐ
る
何
ら
か
の
闘
争
の
み
に
求

め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
　
こ
の
立
場
か
ら
行
な
わ
れ
る
政
策
提
言
は
、
所
得
政
策
も
し
く
は
拡
張
さ
れ
た
所
得
政
策
（
す
で
に
第

二
節
で
述
べ
た
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
寒
前
提
ど
す
る
時
、
こ
の
政
策
は
短
期
的
に
有
効
性
を
発
揮
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
抑
制
の
た
め
に
は
総
需
要
引
締
め
政
策
等
他
の
経
済
政
策
の
併
用
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
・

す
な
わ
ち
、
総
需
要
抑
制
政
策
を
伴
わ
な
い
所
得
政
策
は
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
抑
制
政
策
と
し
て
は
十
分
な
有
効
性
を
発
揮
し
た

い
で
あ
ろ
う
。
＠
一
九
七
〇
年
代
に
入
つ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
フ
イ
リ
ヅ
プ
ス
曲
線
が
リ
プ
シ
ー
的
な
説
明
カ
を
弱
体
化
さ
せ
た
時
・

杜
会
構
造
派
の
優
位
性
が
強
化
さ
れ
た
。
し
か
し
、
変
形
さ
れ
た
（
右
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
、
ル
ー
プ
の
幅
を
拡
大
し
た
）
フ
ィ
リ
ッ
一
フ
ス

曲
線
に
対
し
て
は
、
近
年
情
報
の
不
完
全
性
・
期
待
要
因
を
主
要
な
説
明
変
数
と
す
る
立
場
か
ら
の
発
言
力
が
強
化
さ
れ
て
お
り
・

市
場
支
配
力
に
よ
る
説
明
が
竺
の
も
の
と
は
－
又
な
い
。
塞
会
構
造
派
に
よ
れ
ぱ
、
貨
漢
給
量
の
増
大
は
・
賃
上
げ
圧
力
が

価
格
引
上
げ
を
誘
発
し
、
名
目
所
得
の
増
大
を
導
く
こ
と
を
つ
う
じ
て
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ



ソ
を
説
明
す
る
う
え
で
貨
幣
供
給
量
の
能
動
的
作
用
姦
調
す
る
一
垢
と
は
、
因
果
関
係
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

い
づ
れ
に
せ
よ
政
府
が
お
し
っ
け
た
所
得
政
策
が
成
功
し
た
例
は
な
い
。
政
府
の
指
導
性
、
そ
し
て
ま
た
そ
れ
へ
の
信
頼
を
前
提

と
し
た
民
問
労
資
の
良
識
あ
る
行
動
・
お
よ
び
そ
れ
を
可
能
に
す
る
協
議
の
場
の
存
在
、
さ
ら
に
総
需
要
政
策
と
の
併
用
が
、
イ
ソ

フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
抑
制
と
高
い
雇
用
水
準
の
維
持
と
い
う
経
済
政
策
目
標
の
達
成
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
－
一
本
節
は
・
丸
尾
一
費
３
・
一
・
。
・
・
巨
一
§
姜
三
一
・
一
・
ぎ
ま
一
葦
邑
重
く
。
二
３
』
、
、
く
一
け
巨
。
毫
一
お
よ
び
。
、
、
、
。
。

　
　
　
　
〔
畠
〕
一
ヵ
◎
一
）
－
易
８
〔
き
〕
〔
芦
〕
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

第
三
章
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
と
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ

　
　
　
　
　
　
第
一
節
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論

近
年
の
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
台
頭
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
は
第
一
に
、
戦
後
の
資
本
主
義
諸
豊
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

て
共
通
隻
ら
れ
る
政
府
の
役
割
の
増
大
の
票
で
、
彼
ら
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
新
自
由
主
義
一
に
対
す
る
評
価
が
高
ま
り
っ
っ

あ
る
こ
と
・
第
二
に
は
・
戦
後
の
先
進
資
本
主
義
諸
異
通
の
経
済
問
題
で
あ
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
対
し
て
、
彼
ら
が
き
わ
め

て
明
快
な
説
明
原
理
と
政
策
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
っ
い
て
も
一
ネ

タ
リ
ス
ト
派
は
・
そ
れ
を
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
・
プ
ロ
セ
ス
に
淳
る
一
時
的
・
過
渡
的
現
象
で
あ
る
と
し
、
貨
幣
政
策
に
よ
つ
て

容
易
に
解
決
で
き
る
も
の
と
み
な
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
六
三
（
九
五
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
（
九
六
〇
）

こ
の
よ
う
な
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
理
論
的
特
徴
は
、
基
本
的
に
は
ケ
ィ
ソ
ズ
が
批
判
し
た
「
古
典
派
理
論
一
の
再
評
価
．
再
構
築

、
の
方
向
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
長
期
的
に
み
る
な
ら
ば
、
市
場
機
構
の
伸
縮
性
と
経
済
主
体
の
合
理
性
の
回
復
に
よ
り
・
長

期
理
論
と
し
て
の
「
古
典
派
理
論
」
は
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ

を
伴
い
な
が
ら
成
長
す
る
現
代
の
動
態
的
な
経
済
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
◎

し
か
し
、
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
が
「
古
典
派
一
と
異
な
る
の
は
、
短
期
的
に
は
ヶ
イ
ソ
ズ
理
論
の
妥
当
性
も
認
め
る
と
同
時
に
・
期

待
の
役
割
を
重
視
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
合
理
性
が
回
復
し
て
市
場
の
調
整
が
完
了
し
・
人
々
の
期
待
が
実
現
し
て
い
る

「
長
期
均
衡
一
の
状
態
と
経
済
に
撹
乱
が
生
じ
て
人
・
の
期
待
と
現
実
が
乖
離
し
、
「
長
期
均
衡
一
へ
の
調
整
が
進
行
し
っ
っ
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

「
短
期
調
整
過
程
」
と
の
区
別
の
重
要
性
を
強
調
す
る
。

ま
た
、
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
は
ケ
イ
ソ
ズ
理
論
に
対
し
て
と
同
様
に
、
ヶ
イ
ソ
ズ
的
な
総
需
要
政
策
の
有
効
性
に
っ
い
て
批
判
的
で

あ
る
。
特
に
、
戦
後
多
く
の
資
本
主
義
菌
で
実
施
さ
れ
た
「
完
全
雇
用
一
政
策
を
イ
ソ
フ
レ
促
進
的
姦
策
で
あ
る
と
し
て
批
判

し
、
新
し
く
「
ル
ー
ル
に
も
と
づ
く
経
済
政
策
（
特
に
貨
幣
政
策
）
」
を
提
唱
し
て
い
（
仙
～

　
ー
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
前
提

前
述
し
た
よ
う
に
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
で
は
、
「
長
期
均
衡
一
と
「
短
期
調
整
過
程
一
の
相
違
は
重
要
で
あ
る
・
「
長
期
均
衡
一
は

一
定
の
イ
ソ
フ
レ
率
と
実
質
成
長
率
の
も
と
で
の
古
典
派
的
荏
界
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
よ
差
「
長
期
均
衡
一
の
特
徴
は
以
下

の
諾
点
に
要
約
さ
れ
る
。

¢
失
惹
自
発
的
．
摩
擦
的
失
業
で
膏
、
失
業
率
は
自
然
失
業
率
の
水
準
で
あ
る
・
白
然
失
業
率
は
総
需
要
政
策
な
ど
の
貨



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

幣
的
要
因
か
ら
独
立
で
あ
り
、
実
質
賃
金
率
な
ど
の
実
物
的
諸
要
因
の
み
に
依
存
す
る
。
　
　
『
自
然
失
業
率
仮
説
』

◎
マ
↓
ヤ
ル
の
急
超
長
期
的
な
上
昇
傾
向
を
無
視
す
る
な
ら
ぱ
、
一
定
で
あ
り
、
貨
幣
需
要
関
数
は
安
定
的
で
あ
る
。
貨

幣
量
は
政
策
的
に
制
御
可
能
で
あ
り
、
一
定
の
貨
幣
供
給
成
長
率
の
も
と
で
は
、
尾
が
一
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
需
要
成
長
率
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

自
生
的
に
１
変
動
し
う
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
小
さ
い
。
　
　
　
『
新
貨
幣
数
量
説
」

　
　
　
Ｑ
　
よ
り
・
白
然
成
長
率
（
白
然
失
業
率
の
も
と
で
の
実
質
成
長
率
）
は
生
産
性
の
上
昇
率
な
ど
の
実
物
的
諾
要
因
に
よ
っ
て
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

定
さ
れ
、
ま
た
イ
ソ
フ
レ
率
は
貨
幣
供
給
成
長
率
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
　
　
『
貨
幣
経
済
と
実
物
経
済
の
二
分
法
』

　
ま
た
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
「
短
期
調
整
過
程
」
の
特
徴
は
、
以
下
の
諾
点
に
要
約
さ
れ
る
。

　
¢
　
現
実
の
失
業
率
は
、
期
待
と
現
実
が
乖
離
す
る
場
合
に
の
み
、
短
期
的
に
自
然
失
業
率
か
ら
乖
離
し
う
る
が
、
自
然
失
業
率

は
安
定
的
で
あ
る
。

　
い
ま
、
現
実
の
失
業
率
と
白
然
失
業
率
が
一
致
し
て
い
る
「
長
期
均
衡
」
の
も
と
で
貨
幣
供
給
成
長
率
が
増
加
し
た
と
す
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
総
需
要
成
長
率
の
増
加
に
対
し
て
、
企
業
は
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
を
上
昇
さ
せ
、
貨
幣
賃
金
上
昇
率
を
ひ
き
あ
げ

る
（
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
以
下
で
あ
る
が
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
雇
用
の
増
加
を
は
か
る
。
こ
れ
に
対
Ｌ
て
労
働
者
側
は
い
ま
だ
期
待

イ
ソ
フ
レ
率
を
上
昇
さ
せ
え
な
い
か
ら
、
貨
幣
賃
金
上
昇
率
の
引
き
上
げ
を
実
質
賃
金
率
の
上
昇
と
み
な
し
て
労
働
供
給
を
増
加
さ

せ
、
失
業
率
は
自
然
失
業
率
よ
り
も
小
さ
く
な
る
。

　
し
か
し
、
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
は
次
第
に
上
昇
し
は
じ
め
、
そ
れ
に
。
よ
っ
て
労
働
者
側
の
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
も
上
昇
す
る
か
ら
、

労
働
者
側
は
よ
り
高
い
貨
幣
賃
金
上
昇
率
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
労
働
者
側
の
要
求
は
も
と
の
実
質
賃
金

率
水
準
が
回
復
す
る
ま
で
続
く
こ
と
に
１
な
り
、
新
た
た
総
需
要
成
長
率
の
増
加
が
お
こ
ら
な
い
か
ぎ
り
、
要
求
を
実
現
で
き
な
い
労

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
六
五
（
九
六
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
六
（
九
六
二
）

働
者
の
離
職
が
お
こ
る
。
そ
の
結
果
雇
用
量
は
減
少
し
、
失
業
率
は
自
然
失
業
率
に
向
っ
て
上
昇
す
る
。

　
こ
れ
と
は
逆
に
、
　
「
長
期
均
衡
」
の
も
と
で
総
需
要
成
長
率
が
減
少
し
た
場
合
に
は
、
貨
幣
賃
金
上
昇
率
は
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
労
働
者
側
は
、
そ
れ
を
実
質
賃
金
率
の
下
落
と
み
な
し
よ
り
高
い
実
質
賃
金
率
を
求
め
て
離
職
し
職
探
し
を
は
じ
め

る
よ
う
に
な
り
、
失
業
率
は
増
加
す
る
。
し
か
し
、
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
が
低
下
す
る
に
つ
れ
て
実
質
賃
金
率
は
回
復
し
て
く
る
か

ら
雇
用
量
は
増
加
し
、
失
業
率
は
自
然
失
業
率
に
向
っ
て
下
落
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
自
然
失
業
率
は
労
働
市
場
に
お
げ
る
長
期
の
需
給
均
衡
水
準
で
あ
り
、
短
期
的
に
は
そ
こ
か
ら
乖
離
す
る
こ
と

は
あ
る
が
究
極
的
に
は
自
然
失
業
率
に
収
束
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
た
め
に
は
次
の
条
件
　
　
い
　
労
働
者
側

に
期
待
形
成
の
遅
れ
が
あ
り
、
短
期
的
に
は
「
貨
幣
錯
覚
」
に
陥
る
が
、
長
期
的
に
は
労
働
者
の
関
心
は
実
質
賃
金
率
で
あ
る
こ
と
・

何
　
失
業
は
自
発
的
．
摩
擦
的
た
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
ヶ
イ
ソ
ズ
的
な
「
非
自
発
的
失
業
」
は
存
在
し
た
い
こ
と
　
　
が
必
要

と
な
る
。

　
◎
　
マ
ー
シ
ヤ
ル
の
々
は
、
期
待
と
現
実
の
乖
離
に
よ
っ
て
変
動
す
る
か
ら
貨
幣
需
要
関
数
は
短
期
的
に
は
不
安
定
で
あ
る
。

　
マ
ー
シ
ャ
ル
の
々
は
、
貨
幣
コ
ス
ト
で
あ
る
名
目
利
子
率
の
減
少
関
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
名
目
利
子
率
を
・
ｚ
、
実
質
利
子
率
を

冗
と
し
、
そ
れ
ら
の
問
で
フ
ィ
ヅ
シ
ャ
ー
的
な
調
整
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、

　
　
　
　
“
１
１
司
十
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
）

が
成
立
す
る
。
ま
た
、
期
待
総
需
要
成
長
率
を
・
Ｌ
、
期
待
実
質
成
長
率
を
一
ル
、
自
然
成
長
率
（
自
然
失
業
率
の
も
と
で
の
実
質
成
長
率
）

　
＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

を
、
ツ
と
し
、
ド
ー
Ｉ
ｋ
米
一
司
－
ｋ
半
Ｈ
一
定
と
仮
定
す
れ
ば
、
（
ド
Ｈ
）
式
は
、

　
　
　
　
ｒ
司
・
、
、
司
・
５
－
〒
一
ミ
↓
、
一
十
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
竃
一



と
た
り
、

　
　
　
　
き
　
～
５

　
　
　
　
ミ
ー
ミ

と
な
る
。
そ
こ
で
適
応
型
予
想
仮
説
を
用
い
る
と
、

　
　
　
　
蝸
－
串
共
・
（
干
村
）
　
◎
〈
ス
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ド
。
。
一

と
も
従
一
て
・
も
し
現
実
の
総
需
要
成
長
率
・
・
が
期
待
総
需
要
成
長
芝
よ
り
美
き
い
一
小
さ
い
一
奮
ぱ
、
期
待
総
需
要

成
長
率
＾
浄
上
昇
一
下
落
一
し
て
、
名
目
利
子
率
・
毛
上
昇
一
下
落
一
し
、
一
－
シ
ヤ
ル
の
尾
は
下
落
一
上
昇
一
す
る
。
そ
し
て
、
も

し
両
老
が
一
致
し
て
い
る
な
ら
ぱ
、
名
目
利
子
率
・
・
は
一
定
で
あ
り
、
一
－
シ
ヤ
ル
の
乏
一
定
で
あ
る
。

　
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
の
変
化
に
対
す
る
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
調
整
は
上
十
方
に
伸
縮
的
で
あ
り
、
か
っ
速
い
一
す
く
な
く
と

も
ヶ
イ
ソ
ズ
派
に
比
較
し
て
一
・
し
か
も
・
イ
ニ
ァ
ク
セ
ニ
ョ
ソ
の
実
施
や
合
理
的
期
待
仮
説
の
成
一
米
一
般
的
に
雲
な
ら
ぼ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

そ
れ
は
一
層
急
速
に
な
る
。

以
上
の
よ
う
た
「
長
期
均
衡
一
と
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
徴
に
加
え
、
一
ネ
タ
ー
ス
ト
派
の
前
提
と
し
て
重
蓋
の
は
、
一
非
貨

幣
的
要
因
の
排
除
一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
労
働
組
合
や
寡
占
企
業
の
独
占
力
の
行
使
を
、
物
価
水
準
の
一
時
的
至
昇
肋
一

原
因
と
盲
え
て
も
・
持
続
的
な
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
原
因
と
は
な
り
え
な
い
と
し
て
、
そ
れ
ら
の
要
因
を
排
除
す
る
の
で
あ
る
。

１〕１〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
．
モ
デ
ル

供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
曲
線

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
．
松
川
）

二
六
七
（
九
六
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
雲
号
一
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
八
一
九
六
四
一

　
ケ
イ
ソ
ズ
派
の
マ
ク
ロ
の
総
供
給
関
数
は
（
Ｈ
．
０
）
式
で
あ
り
、
貨
幣
賃
金
上
昇
率
は
（
Ｈ
．
べ
）
式
で
あ
る
・
し
か
し
・
マ
ネ
タ
リ
ス

ト
派
は
上
述
し
た
よ
う
に
労
働
組
合
や
寡
占
企
業
の
独
占
的
な
行
動
を
持
続
す
る
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
の
原
因
と
は
差
さ
な
い
か

　
　
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

ら
、
工
。
、
。
で
あ
り
、
ま
た
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
想
定
す
る
労
働
者
は
、
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
諾
吉
・
実
質
賃
金

率
を
も
つ
と
も
重
視
す
る
か
ら
、
、
、
・
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
従
一
て
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
の
一
；
式
・
一
；
式
は
・
そ
れ

ぞ
れ
、

　
　
　
　
加
１
ー
ミ
十
ミ
ニ
ー
や
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ト
）

　
　
　
　
§
１
１
局
（
、
）
十
、
“
十
｝
・
ｏ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
切
）

と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
自
然
成
長
率
君
、
「
長
斯
均
衡
一
の
特
馨
よ
り
、
主
と
し
て
生
産
性
の
上
昇
率
に
依
存
す
る
も
の
毒
え
ら
れ

る
か
ら
、
こ
こ
で
近
似
的
に

　
　
　
　
｝
、
１
１
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
）

で
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
ま
た
、
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
徴
望
り
、
自
然
失
業
率
は
労
働
市
場
に
お
げ
る
長
期
の
需
給
均
衡

を
示
し
て
お
り
、
ケ
ィ
ソ
ズ
派
の
モ
デ
ル
の
場
合
と
同
様
に
、
実
質
成
長
率
の
大
き
さ
に
よ
一
て
労
働
市
場
に
お
げ
る
需
給
の
逼
迫

度
を
示
す
も
の
と
し
、
ヶ
イ
ン
ズ
派
モ
デ
ル
の
き
一
関
数
に
か
え
て
労
働
の
需
給
関
係
を
§
関
数
と
す
れ
ば
・

　
　
　
　
吻
（
ｋ
）
Ｖ
◎
　
　
、
Ｖ
、

　
　
　
　
吻
（
ｋ
）
Ｈ
◎
　
、
↓
共

　
　
　
　
吻
（
ｋ
）
〈
◎
　
ｋ
〈
ｋ
、



を
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
簡
単
化
の
た
め
に
吻
（
｝
）
関
数
を
線
型
近
似
し
て
、

　
　
　
　
昌
丁
．
一
↑
ぎ
　
一
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ミ
一

と
し
・
モ
デ
ル
の
基
本
的
特
徴
　
よ
り
、
市
場
の
一
時
均
衡
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
、
、
、
と
お
く
と

（
ド
ｍ
）
、
（
ド
ｏ
）
、
（
ド
ベ
）
式
よ
り
、

　
　
　
　
、
１
１
吻
・
（
、
ｌ
ｋ
、
）
十
ミ
・
｝
１
（
、
－
ぴ
）
・
ｏ
＋
、
・

　
　
　
　
　
去
吉
）
・
↑
一
羊
干
｝
一
ふ
共
・
沖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姜
一

と
な
る
。
ま
た
、
　
「
長
期
均
衡
」
の
特
徴
◎
よ
り
、
　
「
長
期
均
衡
」
の
も
と
で
は
、

　
　
　
　
｝
１
１
ぎ
｝
１
１
ぎ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
ｏ
）

で
あ
る
か
ら
、
（
ド
◎
◎
）
、
（
ド
り
）
式
よ
り
、

　
　
　
　
一
一
ま
一
．
冷
－
一
早
干
テ
｝
箏
－
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
◎
一

と
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
Ｈ
）

　
　
　
　
ミ
ー
ー
も
１
“

を
得
る
。
こ
こ
で
、

　
　
　
　
し
下
。
喉
一
一
一
似
一
・
・

　
　
　
　
　
　
　
亨
「
毒
）
一
中
一

　
　
　
　
了
＼
－
§
よ
・
。

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
六
九
（
九
六
五
）

、

（
ド
阜
）
、



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
〇
（
九
六
六
）

で
あ
る
か
ら
、
ぴ
、
ガ
は
マ
ク
ロ
の
生
産
関
数
の
性
質
に
依
存
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
（
ド
Ｈ
Ｈ
）
式
は
、
ぴ
、
刀
が
一
定

な
ら
ば
、
６
も
一
定
に
な
る
こ
と
を
仮
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
生
産
性
の
上
昇
が
貨
幣
賃
金
上
昇
率
に
吸
収
さ
れ

る
割
合
が
一
定
値
ろ
で
あ
る
よ
う
な
「
労
使
問
の
協
調
」
を
前
提
と
し
て
お
り
（
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
お
げ
る
『
非
貨
幣
的
要
因
の
排

除
』
）
、
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
現
実
妥
当
性
を
検
証
す
る
場
合
の
一
っ
の
論
点
と
た
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
（
ド
ｏ
）
式
よ
り
、
　
「
長

期
均
衡
」
の
も
と
で
は
、

　
　
　
　
§
１
１
、
“
十
｝
・
ｏ
１
Ｉ
、
十
｝
・
ｏ

と
な
り
、

線曲Ｊレフンイ
・

ム
ロ

糸共“期長

」レフンイ
・

ム
ロ

系共“

灘｝

＾
ｙ

＾
０同

、デ
＾
ｙ

＾
Ｐ

Ｏ

４｛図

　
　
　
　
（
ホ
）
－
、
・
“
　
　
　
　
　
　
　
一
ご
い
）

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
　
「
長
期
均
衡
」
の
も
と
で
は
、
実
質
賃
金
の
上
昇
は
生
産

性
上
昇
率
の
一
定
割
合
（
ろ
）
と
な
る
。

　
そ
こ
で
、
（
ド
Ｈ
Ｈ
）
式
を
（
ド
ｏ
◎
）
式
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

　
　
　
　
、
１
１
（
り
十
Ｐ
）
・
（
、
１
｝
共
）
十
“
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｎ
．
Ｈ
ｏ
。
）

と
な
り
、
こ
れ
が
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
で
あ
る
。

り
十
ミ
Ｖ
◎
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
、
Ｖ
巾
　
　
｝
Ｖ
、

　
　
　
　
〉
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
　
　
　
）

　
　
　
　
、
１
１
炉
　
　
｝
１
１
、
箏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
崖
）

　
　
　
　
、
〈
、
“
　
　
ｋ
〈
ｋ
￥



と
書
・
こ
れ
は
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
徴
窪
対
応
し
て
い
る
。
従
つ
て
一
量
一
、
一
；
一
式
を
考
慮
す
れ
ば
、
短
期
お
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

び
長
期
の
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
、
図
１
１
４
の
よ
う
に
・
な
る
。

　
〕

　
２
　
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
曲
線

　
〔

　
貨
幣
需
給
の
均
衡
式
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
旨
）

　
　
　
　
ミ
ー
１
沖
（
“
）
・
、

で
あ
る
か
ら
・
一
；
一
式
の
両
辺
を
時
問
に
関
し
て
全
徴
分
し
、
で
一
－
、
・
剛
・
。
一
と
お
け
ぼ
、

　
　
　
　
・
　
～
　
§
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
ｏ
）

　
　
　
　
ミ
ー
ー
ぷ
・
１
＋
、

　
　
　
　
　
　
　
　
§

と
た
る
。
（
ド
。
◎
）
式
を
（
Ｎ
・
崖
）
式
に
代
入
す
れ
ぼ
、

　
　
　
　
・
　
～
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
べ
）

　
　
　
　
ミ
ー
－
沖
・
的
・
（
、
１
■
）
十
■

と
書
・
こ
れ
が
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
「
需
平
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
で
あ
る
。
」
〈
剛
．
る
を
考
慮
す
れ
ぼ
、

　
　
　
　
ミ
〈
Ｈ
　
　
Ｈ
Ｖ
５
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
Ｈ
ｏ
・
）

　
　
　
　
ミ
Ｖ
Ｈ
　
Ｈ
〈
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

と
な
り
・
こ
れ
は
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
警
に
対
応
し
て
盲
、
現
実
の
総
需
要
成
長
率
、
・
が
期
待
総
需
要
成
長
率
、
。
吉

大
き
い
一
小
さ
い
一
雀
ば
・
了
シ
ャ
ル
の
息
下
落
一
上
昇
一
し
、
現
実
の
総
需
要
成
長
率
、
・
は
貨
幣
供
給
成
長
率
、
”
よ
り
も

大
き
く
一
小
さ
く
一
た
電
モ
て
、
両
者
が
一
致
す
れ
ば
、
そ
れ
は
貨
幣
供
給
成
長
率
、
皿
と
も
一
致
し
、

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ン
理
論
お
よ
び
政
箸
関
す
る
一
展
望
一
河
野
・
松
川
一
　
　
二
七
一
一
九
六
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
ミ
ー
１
，
１
１
■

こ
れ
は
、
　
「
長
期
均
衡
」
の
特
徴
　
に
対
応
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
（
ド
ミ
）
式
は
、
・
孔
が
与
え
ら
れ
れ
ぼ
、
戸
が
決
定
さ
れ
る
。

要
成
長
率
れ
が
前
期
の
総
需
要
成
長
率
吋
１
－
で
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

　
　
　
　
ミ
ー
１
沖
・
内
・
（
『
１
，
１
一
）
十
、

と
な
り
、

二
七
二
（
九
六
八
）

（
ド
宕
）

そ
こ
で
一
つ
の
特
殊
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、

こ
の
場
合
に
は
（
ド
ミ
）
式
は
、

期
待
総
需

　
　
　
　
吋
、
北
下
十
一
．
状
十
一
　
　
　
　
　
　
一
§
一

と
た
る
。
．
、
〈
一
．
灼
・
。
よ
∴
ポ
・
。
で
あ
る
か
二
§
式
は
振
動
型
の
定
差
方
程
式
で
あ
る
シ
一
と
が
わ
か
る
・

一
．
、
〈
北
一
・
。
減
衰
５
ゴ
・
上
発
散
的
一

　
以
上
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
期
待
総
需
要
成
長
率
の
決
定
の
し
か
た
、
　
マ
ー
シ
ャ
ル
の
冶
の
利
子
弾
力
性
一
矢
期
待

イ
ソ
フ
レ
率
の
調
整
速
度
ｇ
に
依
存
す
る
げ
れ
ど
も
、
貨
幣
供
給
成
長
率
の
大
幅
で
急
激
な
変
更
は
、
総
需
要
成
長
率
の
均
衡
値
を

め
ぐ
る
撹
乱
的
な
振
動
を
ひ
き
お
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
貨
幣
供
給
成
長
率
の
変
更
が
緩
慢
で
あ
る
な
ら
ば
・
貨
幣
供
給

成
長
率
と
総
需
要
成
長
率
は
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。



＾
Ｙ
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；
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１
［
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■－－－
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＾
Ｐ
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Ｙ
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Ｙ
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＼
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レ
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．
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Ｉ
１
１
Ｉ
１
１
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ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
１

可
＾
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需
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・
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昌

＾
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５イ図

さ
れ
る
（
図
１
１
５
）
。

　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
．
松
川
）

３
〕
　
イ
ソ
フ
レ
率
と
実
質
成
長
率
の
決
定

〔

　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
、

　
　
　
　
平
（
り
吉
）
・
（
｝
↓
、
）
十
沖
　
　
　
（
Ｎ
』
）

で
あ
り
、
　
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
、

　
　
　
　
旨
１
１
剛
一
内
・
（
吋
－
村
）
十
吋
　
　
　
　
　
　
（
ド
ミ
）

で
あ
る
が
、
　
「
短
期
調
整
過
程
」
の
特
徴
◎
よ
り
、

　
　
　
　
村
１
１
吋
～
十
シ
ー
１
吋
～
十
、
半
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
胃
）

ま
た
、

　
　
　
　
吋
１
１
巾
十
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
心
』
Ｎ
）

で
あ
る
か
ら
、
（
ド
胃
）
（
ド
ｓ
）
式
を
（
ド
ミ
）
式
に
代
入
し
て
整
理
す
る
と
、

　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
副
・
灼
　
　
・
　
　
・
　
　
　
　
曽

　
　
　
　
、
１
ｌ
ｌ
ｋ
＋
～
　
　
　
　
（
、
“
十
ｋ
共
）
十
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
灼
十
Ｈ
　
　
　
ざ
灼
十
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
８
）

と
な
る
。
従
っ
て
、
ｓ
、
ぴ
、
石
、
ｇ
、
免
、
一
ヅ
、
、
Ｍ
が
与
え
ら
れ
る
た
ら

ば
、
（
ド
お
）
一
（
ド
轟
）
式
よ
り
、
イ
ソ
フ
レ
率
・
ｐ
と
実
質
成
長
率
、
ツ
が
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
三
（
九
六
九
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

二
七
四
（
九
七
〇
）

　
皿
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ

　
〕

　
ー
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　
〔

　
　
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
モ
デ
ル
で
は
、
自
然
失
業
率
そ
の
も
と
で
の
自
然
成
長
率
は
あ
ら
ゆ
る
イ
ン
フ
レ
率
と
両
立
し
う
る
も
の
で

膏
、
し
か
も
一
箏
失
業
仮
説
、
に
よ
れ
ば
、
失
業
は
自
発
的
．
摩
擦
的
失
業
で
膏
、
そ
の
意
味
で
自
然
失
業
率
は
望
ま
し
い

も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
長
期
均
衡
一
の
も
と
で
の
経
済
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
領
域
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
・
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派

の
前
提
か
ら
は
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
、
経
済
が
「
短
期
調
整
過
程
一
に
あ
る
場
合
に
、
一
時
的
、
過
渡
的
な
現
象
と
し
て
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
化
一
イ
ソ

フ
レ
率
の
上
昇
と
実
質
的
成
長
率
の
低
下
）
す
る
こ
と
や
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
・

以
上
の
よ
う
な
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
に
お
い
て
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
お
こ
る
望
の
ヶ
－
ス
は
・
政
策
当
局
が
貨
幣
供
給
成

長
率
を
増
加
さ
せ
、
そ
れ
を
吉
高
い
水
準
で
塞
す
る
政
策
を
と
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
結
果
・
経
済
は
新
し
い
「
長
期
均
衡

一
自
然
成
長
率
圭
り
高
い
イ
ソ
フ
レ
率
一
一
に
移
行
す
る
こ
と
に
雲
が
、
そ
の
「
短
期
調
整
過
程
一
の
一
局
面
と
し
て
ス
タ
グ
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
化
の
現
象
が
生
じ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
竃
と
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
一
曲
線
を
考
慮
し
、
説
明
を
簡
単
に
す
る
た
め
に
・
「
需

要
ー
イ
ン
フ
レ
」
曲
線
の
短
期
的
な
変
動
を
無
視
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

い
ま
経
済
が
図
、
芸
「
長
期
均
衡
一
・
に
あ
る
と
し
、
貨
幣
供
給
成
長
率
の
増
加
蔓
－
き
に
よ
一
て
・
総
需
要
成
長
率

が
増
加
す
る
も
の
と
し
よ
う
一
デ
３
．
９
、
芸
よ
り
、
こ
れ
に
よ
一
て
、
雇
用
は
増
加
し
て
失
業
率
は
低
下
し
・
実
質
成
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Ｎ
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ケ６イ図

長
率
は
上
昇
し
は
じ
め
、
イ
ソ
フ
レ
率
も
次
第
に
。
上
昇
し
は
じ
め
る
（
Ａ
か
ら
Ｂ

へ
の
プ
ロ
セ
ス
、
ぎ
↓
“
一
｝
、
↓
ｑ
－
）
。

　
し
か
し
、
よ
り
一
層
の
貨
幣
供
給
成
長
率
の
増
加
（
ミ
。
↓
き
）
に
よ
る
総
需

要
成
長
率
の
増
加
（
ユ
↓
３
）
に
対
し
て
は
、
労
働
者
の
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
上

昇
に
よ
っ
て
彼
ら
は
よ
り
高
い
貨
幣
賃
金
上
昇
率
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
る
か
ら

「
供
給
－
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
上
方
ヘ
シ
フ
ト
し
、
総
需
要
成
長
率
の
増
加
は
主

と
し
て
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
と
な
る
（
Ｂ
か
ら
Ｃ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
、
）
↓
“
）
。

　
そ
こ
で
、
以
後
政
策
当
局
が
こ
の
高
い
水
準
（
耽
）
の
貨
幣
供
給
成
長
を
維
持

す
る
も
の
と
し
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
労
働
者
側
は
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
へ
の
プ
肩
セ
ス

で
は
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
と
ほ
ぼ
同
じ
程
度
の
貨
幣
賃
金
上
昇
率
の
増
加
を
獲
得

し
え
た
と
し
て
も
、
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
生
じ
た
実
質
賃
金
率
の
低
下
に

よ
る
損
失
は
回
復
さ
れ
て
い
た
い
。
従
っ
て
労
働
者
側
は
、
さ
ら
に
貨
幣
賃
金
上

昇
率
の
増
加
を
要
求
す
る
よ
う
に
た
る
が
、
総
需
要
成
長
率
が
一
定
（
、
篶
）
の
も

と
で
は
、
　
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
み
が
上
方
ヘ
シ
フ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
企
業
の
労
働
需
要
を
減
少
さ
せ
、
ま
た
実
質
賃
金
率
を
回
復
し
え
た
い
労
働
者
の
離
職
を
促
進
さ
芸
。
そ
の
結
果
、
実
質

成
長
率
は
減
少
し
、
イ
ソ
フ
レ
率
は
上
昇
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
調
整
は
、
労
働
者
の
実
質
賃
金
率
が
回
復
さ
れ
、
経
済
が
新
た
な

「
長
期
均
衡
一
Ｄ
に
到
る
ま
で
つ
づ
く
こ
と
集
る
一
・
か
ら
・
一
の
プ
一
セ
ス
は
、
テ
許
で
｝
、
一
。
こ
の
Ｃ
か
ら
。
へ
の
プ
ロ
セ

　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
七
五
（
九
七
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六
（
九
七
二
）

ス
は
、
実
質
成
長
率
の
下
落
と
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
で
あ
り
、
経
済
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
・

　
こ
の
こ
と
は
、
　
「
需
要
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
の
短
期
的
変
動
も
同
時
に
考
慮
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
・
マ
ネ
タ
リ
ス

ト
派
の
モ
デ
ル
は
、

　
　
　
　
干
一
、
・
ミ
一
．
一
・
↓
恭
一
十
“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｎ
．
Ｈ
。
・
一

　
　
　
　
。
、
．
一
十
一
非
（
多
一
・
一
汁
　
　
　
　
　
婁

で
あ
る
。
図
１
１
６
の
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
の
ブ
ロ
セ
ス
で
は
、
・
孔
を
一
定
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
（
ド
お
）
（
心
．
轟
）
式
よ
り
・

　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
〉
Ｈ
（
羊
ミ
）
・
　
〉

　
　
　
　
、
ミ
　
　
　
　
　
　
、
ミ

　
　
　
　
、
、
　
　
§
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
　
）
　
Ｈ
Ｉ
　
　
〉
　
十
～

　
　
　
　
～
ミ
　
　
　
、
ミ
　
　
沖
・
内
十
Ｈ

で
あ
り
、

　
　
　
　
壱
　
　
　
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
尋
、
一
麦
十
・
一
．
一
剛
．
至
一
Ｖ
。
　
　
　
　
　
　
　
一
竃
仁
一

　
　
　
　
、
、
　
　
　
　
　
－
十
ミ

　
　
　
　
尋
、
一
麦
十
一
一
．
一
剛
．
呈
一
Ｖ
。
　
　
　
　
　
　
　
一
竃
一
一

と
な
る
。
・
か
ら
Ｃ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
平
予
ユ
◎
〈
広
一
圭
享
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
一
；
一
一
婁
一
式
吉
・

　
　
　
　
亀
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
亀

　
　
　
　
　
〉
　
Ｈ
（
り
十
ミ
）
・
　
〉
　
十
～
・
　
〉

　
　
　
　
、
ミ
　
　
　
　
　
、
ミ
　
　
　
、
ミ



　
　
　
　
烏
Ｈ
■
烏
十
榊
．
灼
．
ｒ
馬
十
し

　
　
　
　
～
ミ
　
　
　
～
ミ
　
　
沖
・
内
十
Ｈ
　
　
～
峯
　
　
沖
・
内
十
Ｈ

で
あ
り
、

　
　
　
　
亀
ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｈ
－
助
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ド
畠
）

　
　
　
　
尋
１
（
¢
吉
一
二
（
Ｈ
－
助
一
・
剛
ぺ
十
Ｈ
一
十
（
Ｈ
－
～
）
．
（
沖
．
的
十
Ｈ
一

　
　
　
　
～
、
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
十
良
　
　
　
　
　
　
～
　
　
　
　
Ｖ
◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ト
ｏ
・
ミ
）

　
　
　
　
尋
１
（
り
吉
）
・
一
（
Ｈ
－
予
剛
・
軍
Ｈ
一
十
（
Ｈ
↓
）
．
（
朴
．
内
亡
）

と
な
る
が
・
労
働
者
の
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
の
調
整
が
完
全
に
な
乏
っ
れ
て
、
急
１
に
接
近
す
る
か
ら
、
一
量
一
一
毒
一
式
よ

り
・
　
捨
　
は
Ｏ
に
・
　
～
柿
　
は
１
に
接
近
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
～
ミ
　
　
　
　
　
～
ミ

次
に
・
Ｃ
か
ら
Ｄ
一
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
労
働
老
は
実
質
賃
金
率
の
回
復
を
要
求
す
る
が
、
こ
れ
を
、
で
示
す
こ
と
に
し
、
ま
た

Ｃ
点
に
淳
る
実
質
成
長
率
奈
と
し
、
こ
の
プ
一
セ
ス
で
は
平
ン
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
一
；
一
一
蔓
一
式
は
、

　
　
　
　
、
１
１
（
吻
十
ミ
）
・
（
ｋ
－
ｋ
共
米
）
十
、
十
Ｑ

　
　
　
　
・
　
　
・
　
　
剛
・
内
　
　
・
　
・
　
　
　
　
　
峯

　
　
　
　
、
Ｈ
ｌ
ｋ
＋
～
　
　
　
　
（
、
十
ｋ
半
、
）
十
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ
内
十
Ｈ
　
　
　
押
ぺ
十
Ｈ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

と
た
り
、
こ
こ
で
は
、
貨
幣
供
給
成
長
率
は
一
定
（
・
皿
）
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
　
鳶
　
　
　
Ｈ

　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ
　
　
　
〈
◎

　
　
　
　
曇
．
．
　
吻
十
ミ

　
　
　
　
～
、
１
１
沖
．
内
十
Ｈ
Ｖ
ｏ

　
　
　
　
　
尽
　
　
り
十
９

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
七
七
（
九
七
三
）



＾
Ｖ

ｏ

２

５

ス

４

－ケ

ｏ

５４

Ｄ

Ｇ
ホ＾

ｙ

Ｅ

Ｆ

＾
Ｐ

一
Ｙ

　
○
マ

ユ

一
　
り
一
一
、
Ｙ

Ｏ

一
マ

■

ｏ

－

Ｆ
じ

・

４

一■－

一
　
　
　
一

・

〇
一

一

一

１
　
■
　
１
　
　
１

１
　
１
　
・
　
１

・
Ｍ

一

・

・

・

一

■

一

１

１
１
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
１

ｉ

・
Ｍ

一－－

Ｏ

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
・
■
１
１
Ｉ

一
Ｍ

・
Ｍ

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
八
（
九
七
四
）

と
な
る
。
す
た
わ
ち
こ
れ
は
経
済
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
化
（
実
質
成
長
率
の
減
少
と
イ
ソ
フ
レ
率
の
上
昇
）
を
示
し
て
い
る
・

　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
に
お
い
て
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
が
お
こ
る
第
二
の
ヶ
ー
ス
は
、
第
一
の
ケ
ー
ス
と
は
逆
に
・
政
策
当
局
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）
　
　
　
　
貨
幣
供
給
成
長
率
を
減
少
さ
せ
、
そ
れ
を
よ
り
低
い
水
準
で
固
定
す
る
政
策
を
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
場
合
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
経
済
は
新
し
い
「
長
期
均
衡
（
自
然
成
長
率
と
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
低
い
イ
ソ
フ
レ
率
）
」
に
移
行
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
「
短
期
調
整
過
程
」
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
済
が
一
時
的
に
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
、
経
済
が
図
、
１
７
の
「
長
期
均
衡
」
Ｄ
に
あ
る
と
し
、
貨
幣
供
給
成
長
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
減
少
（
峯
↓
き
）
に
よ
っ
て
、
総
需
要
成
長
率
が
減
少
す
る
も
の
と
し
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
　
　
（
５
↓
３
）
。
こ
の
場
合
に
は
、
経
済
は
第
一
の
ケ
ー
ス
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
「
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
　
　
期
調
整
過
程
」
を
辿
る
こ
と
に
な
り
、
Ｅ
，
Ｆ
を
へ
て
Ｇ
点
に
到
達
す
る
◎
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴
プ
回
セ
ス
で
、
経
済
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
を
通
過
す
る
こ
と
が
あ
；

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
ヵ
　
明
ら
か
に
そ
れ
は
一
時
的
・
過
渡
的
な
現
象
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
の
第
一
の
ケ
ー
ス
お
よ
び
第
二
の
ケ
ー
ス
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
期
待

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
フ
レ
率
の
調
整
が
緩
慢
で
あ
り
、
労
働
者
が
貨
幣
錯
覚
に
陥
っ
て
い
る
期
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
長
く
な
れ
ぼ
、
　
「
短
期
調
整
過
程
」
に
お
げ
る
現
実
の
実
質
成
長
率
と
自
然
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
率
と
の
乖
離
は
そ
れ
だ
げ
大
き
く
な
る
。
す
た
わ
ち
、
第
一
の
ケ
ー
ス
で
の
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
化
の
期
問
（
Ｃ
か
ら
Ｄ
へ
の
プ
ロ
セ
ス
）
は
そ
れ
だ
げ
長
く
た



る
し
・
第
二
の
ヶ
ー
ス
で
も
・
も
し
経
済
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
領
域
を
通
過
す
る
な
ら
ぼ
、
そ
の
期
問
が
長
く
な
る
。
従
つ
て
、

一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
場
合
・
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
驚
で
示
し
た
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
普
及
や
合
理
的
期
待
仮
説
の
成
立

は
・
現
実
の
実
質
成
長
率
の
自
然
成
長
率
か
ら
の
乖
離
の
程
度
を
小
さ
く
し
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
軽
減
す
る
効
果
を
も
っ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

い
う
意
味
で
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
・
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ニ
一
ソ
婁
醐
の
最
も
重
要
な
帰
結
は
、
現
実
の
実
質
成
長
率
が
一
自
然
失
業
率
一

と
総
需
要
成
長
率
の
安
定
佳
吉
・
自
然
成
長
率
旨
律
的
な
力
に
よ
つ
て
回
帰
す
る
こ
と
で
あ
る
。
他
方
、
ケ
ィ
ソ
ズ
派
の
場

合
に
は
・
前
述
し
た
よ
乏
一
自
然
失
業
率
仮
説
一
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
総
需
要
の
自
生
的
菱
動
が
重
視
写
て
い
る
。
そ

し
て
・
こ
の
点
が
・
ヶ
イ
ソ
ズ
派
と
一
ネ
タ
リ
ス
ー
派
の
多
く
の
相
違
点
の
な
か
で
最
嘉
本
的
な
相
一
蕉
で
あ
る
。
特
に
、
一
ネ

タ
リ
ス
ト
派
の
場
合
・
「
短
期
調
整
過
程
一
の
特
徴
睾
示
し
た
自
然
失
業
率
の
安
定
条
件
田
の
成
立
が
重
琵
音
集
を
も
つ
。

従
一
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
に
つ
い
て
も
「
失
業
は
墨
的
に
み
て
自
発
的
．
摩
擦
的
を
の
な
の
か
、
そ
れ
と
鼻
自
発
的
な

も
の
な
の
か
一
・
「
自
然
失
業
率
一
自
然
成
長
率
一
が
安
定
的
で
あ
る
よ
差
経
済
の
自
律
的
な
調
整
は
現
実
に
お
こ
な
わ
れ
る
の
か
一

さ
ら
匡
「
自
然
失
業
率
一
自
然
成
長
率
一
は
杜
会
的
に
み
て
望
ま
し
い
水
準
と
い
え
る
か
一
と
い
う
問
題
が
、
婁
島
派
の
対
立

の
核
心
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
一
－
一
自
窪
個
人
の
自
主
的
・
合
理
的
窪
済
行
動
が
自
藷
篭
力
を
通
じ
て
相
芝
調
整
さ
れ
「
自
然
の
秩
序
一
彩
成
す
る
驚
と

　
　
　
　
し
て
の
競
争
的
た
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
強
い
信
頼
を
お
く
。
た
と
え
ぱ
、
｝
、
一
、
ｏ
冒
、
箏
〔
崖
〕
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
（
２
）
畏
＆
昌
彗
〔
ｏ
〕
一
寝
〕
・

　
　
一
３
一
ヨ
＆
竃
二
・
。
一
二
§
・
・
っ
胃
胴
彗
二
杢
な
ど
。

　
　
（
４
）
　
胃
一
＆
昌
彗
〔
ｏ
〕
一
〔
旨
〕
一
こ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
弓
。
匡
一
〔
轟
〕
が
あ
る
。

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
七
九
（
九
七
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
○
（
九
七
六
）

（
５
）
　
司
、
－
。
｛
昌
、
目
〔
冨
〕
・
こ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
は
穴
邑
｛
Ｒ
〔
畠
〕
が
あ
る
・

（
６
）
句
、
、
。
ｑ
昌
四
、
〔
■
〕
・
こ
の
論
文
に
お
い
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
は
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
中
心
命
題
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
・

一
。
一
こ
の
理
由
と
し
て
句
、
一
、
ま
、
、
は
、
霊
期
的
に
は
、
元
嘉
は
一
定
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
・
◎
元
と
震
同
一
方
向
に
動
く

　
　
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
、
と
し
て
い
る
。
厚
－
＆
昌
彗
〔
５
〕
・

（
８
）
　
こ
こ
で
も
し
、
元
が
一
定
た
ら
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
ミ
鼻

　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ミ

　
　
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
、
加
　
　
　
・
　
・

　
　
　
　
　
　
■
■
１
１
灼
．
（
、
１
加
）

　
　
と
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
§
　
　
　
　
〉
　
〉

　
　
　
　
　
　
割
Ｈ
内
．
（
、
１
加
）

　
　
と
な
る
か
ら
、
こ
の
場
合
に
は
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
と
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
と
の
乖
離
が
間
題
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
・
こ
こ
で
は
期
待

　
　
イ
ソ
フ
レ
の
変
化
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
マ
ー
シ
ャ
ル
の
ｋ
の
変
化
が
重
要
で
あ
る
・

（
９
）
竃
＆
昌
彗
〔
べ
〕
二
Ｈ
◎
〕
．

（
１
０
）
　
司
ユ
ｏ
ｑ
昌
四
■
〔
ご
一

一
。
一
団
一
、
。
斤
吋
。
、
と
い
わ
れ
る
宰
、
豪
二
理
論
航
定
式
化
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ぱ
置
塩
一
説
一
な
ど
が
あ
る
・
…
で
は
・
ケ
ィ

　
　
ソ
ズ
派
と
の
比
較
を
考
慮
し
た
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論
の
一
つ
の
定
式
化
を
試
み
て
い
毛

一
ｕ
一
こ
れ
は
、
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
「
修
正
さ
れ
た
フ
イ
リ
ヅ
プ
ス
曲
線
一
と
対
応
し
て
い
る
・
婁
筆
彗
一
一
一
．

一
蝸
一
フ
リ
、
ド
一
ソ
は
、
、
崇
、
乏
及
ぽ
す
に
は
可
変
碧
ラ
グ
が
存
在
し
て
い
る
と
し
て
い
る
が
・
こ
こ
で
は
そ
の
馴
を
無
視
し
て

　
　
い
る
。
句
ユ
¢
｛
昌
｝
■
〔
■
〕
．

一
ｕ
一
フ
リ
、
ド
一
ソ
が
、
自
然
失
業
率
を
望
ま
し
い
も
の
と
差
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
明
ら
か
で
は
た
い
・
彼
は
そ
れ
を
非
貨
幣
碧



（
１
５
）

政
策
に
よ
一
て
は
変
更
し
う
る
も
の
で
あ
る
と
い
一
て
い
る
が
、
そ
の
具
体
的
た
政
策
を
示
し
て
い
な
い
。
従
つ
て
、
フ
リ
、
ド
マ
ソ
は

自
然
失
業
率
が
杜
会
的
妄
て
好
ま
し
く
な
い
と
は
み
て
い
た
い
よ
う
意
わ
れ
る
。
司
、
一
。
ま
、
目
§
．

一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
場
合
・
ス
タ
グ
フ
レ
七
ソ
が
圭
る
い
王
っ
の
ヶ
－
ス
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
貨
幣
供
給
成
長
率
の
大
幅

で
急
激
奪
フ
ー
養
幣
政
策
の
頻
繁
塞
更
に
よ
り
、
総
需
要
成
長
率
の
不
安
定
性
一
分
散
一
伐
大
す
る
順
合
で
あ
る
。
こ
の
■

は
イ
ソ
フ
レ
率
の
変
動
を
大
き
く
し
・
塞
約
期
間
の
短
縮
や
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
採
用
か
菊
に
な
り
そ
の
た
め
の
調
整
カ
リ

要
と
た
る
６
価
格
メ
ヵ
一
ズ
ム
の
相
対
価
廷
関
す
る
情
報
伝
達
機
襲
阻
害
さ
せ
る
。
＠
生
産
物
に
対
す
る
需
要
成
長
率
の
変
動
が

大
き
く
た
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
を
よ
り
危
険
回
避
的
に
す
る
。

一
讐
牡
擁
一
膏
賎
帥
膏
デ
暮
ギ
一
砧
肘
讐
一
鴛
一

　
　
ソ
化
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
こ
の
問
題
に
っ
い
て
は
、
胃
一
＆
冒
竃
〔
８
を
参
照
の
こ
と
。

一
蝸
一
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
一
ソ
お
よ
び
合
理
的
期
待
仮
説
に
つ
い
て
は
、
杢
早
、
第
二
節
を
参
照
の
こ
と
。

一
ｕ
一
本
論
・
第
二
章
・
第
一
節
・
皿
の
一
・
一
の
「
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
対
す
る
総
需
要
政
策
の
有
効
性
一
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
対
策

本
節
で
は
ま
ず
・
政
策
に
関
係
す
る
範
囲
で
一
ネ
タ
ー
ス
ー
派
の
特
讐
っ
い
て
述
べ
、
次
に
彼
ら
に
よ
つ
て
提
示
さ
れ
た
政
策

運
営
の
内
容
に
っ
い
て
述
べ
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
合
む
問
題
点
に
っ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
写
る
。

１
一
ネ
タ
リ
ス
ト
の
政
震
言
毒
徴
は
・
害
典
派
を
理
論
的
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
、
黒
済
は
本
質
的
に
安
定
的
で
あ

る
と
み
モ
て
い
る
こ
と
６
実
隻
証
研
究
の
裏
づ
け
を
拠
り
所
と
し
て
ケ
イ
ソ
ズ
的
政
策
批
判
の
立
場
に
立
つ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
衰
望
一
河
野
・
松
川
一
　
　
二
八
一
一
九
七
七
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
一
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
一
　
　
　
　
　
　
　
二
八
二
一
九
七
八
一

に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
立
場
か
ら
行
な
わ
れ
る
彼
ら
の
政
策
誓
は
、
次
の
三
点
か
ら
構
成
さ
れ
る
・
す
な
わ
ち
・
¢
ル
エ
に
基
づ

く
金
融
政
策
の
優
位
性
、
撃
ネ
、
．
サ
プ
ラ
イ
管
理
政
策
の
相
対
的
優
位
性
、
霊
融
政
策
の
相
対
的
優
位
性
の
主
張
で
あ
る
・

こ
れ
ら
一
ネ
タ
リ
ス
ト
に
よ
る
政
策
提
、
言
の
主
眼
は
、
長
期
的
観
点
に
立
一
た
経
済
の
安
定
化
・
な
い
し
実
物
変
数
の
変
動
リ
ス
ク

の
極
小
化
に
お
か
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
論
議
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ま
た
前
節
の
結
論
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
・
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
は
ス
タ
グ

フ
レ
、
シ
ヨ
ソ
に
っ
い
て
次
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
。
す
套
ち
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
は
経
済
が
一
定
の
正
の
イ
ソ
フ
レ
率
を

伴
う
長
期
均
衡
点
に
到
達
す
る
過
程
に
お
い
て
発
生
す
る
過
渡
的
現
象
で
膏
、
し
た
が
一
て
享
金
融
引
統
め
政
策
を
と
り
・
そ

の
後
一
定
の
一
す
．
サ
プ
ラ
ィ
増
袈
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
一
て
嚢
可
能
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
・

川
下
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
上
記
三
点
の
政
策
に
関
す
る
一
ネ
タ
ー
ス
ー
の
主
張
を
批
判
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
・

口
裁
量
的
政
策
運
営
に
は
、
民
問
部
門
か
ら
の
要
請
と
と
乏
政
府
の
人
気
と
り
の
た
め
に
塗
思
的
な
イ
ソ
フ
レ
．
バ
ィ
ァ
ス

が
生
じ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
政
策
を
実
施
す
る
に
当
つ
て
は
種
・
の
タ
イ
ム
・
ラ
グ
が
伴
う
こ
た
が
一
て
い
芙
舞
主
体
の
合

理
的
な
行
動
お
ｈ
叩
市
場
に
よ
る
円
滑
な
調
整
が
前
提
さ
れ
る
時
、
政
策
変
数
一
干
・
サ
プ
ラ
ィ
の
増
加
率
一
を
ル
ー
ル
に
よ
一

て
縛
つ
て
淳
ぼ
、
調
整
期
問
を
経
た
後
経
済
の
実
物
変
数
は
特
定
化
さ
老
値
一
自
然
失
業
率
一
長
束
す
る
・

こ
の
北
完
、
ル
の
考
え
方
は
、
「
合
理
的
期
待
仮
説
一
に
よ
つ
て
支
持
・
強
化
さ
れ
る
。
た
と
え
ぼ
合
理
的
期
待
仮
説
の
支
持

者
で
あ
る
サ
、
ジ
エ
ソ
ト
は
、
次
の
よ
差
結
論
を
導
い
て
い
電
す
な
わ
ち
・
霊
策
運
営
は
確
定
的
で
あ
る
べ
き
で
膏
・
不

意
打
ち
を
与
え
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
あ
る
。
◎
確
定
的
な
フ
イ
ー
ド
バ
ヅ
ク
・
ル
ー
ル
に
従
え
ば
・
貨
幣
当
局
は
景
気
翼
を

コ
ン
ト
ロ
、
ル
す
る
こ
と
に
対
し
て
無
力
と
な
る
。
撃
純
な
差
成
長
ル
ー
ル
は
、
確
定
的
な
フ
ィ
ー
ド
バ
一
ク
．
ル
ー
ル
と
同



様
、
確
率
的
要
因
を
も
っ
た
ル
ー
ル
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。

上
記
の
結
論
は
・
積
極
的
な
ヶ
イ
ソ
ズ
的
政
策
運
営
に
対
す
る
批
判
的
立
場
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
の
結
論
は
、

次
の
条
件
を
仮
定
し
て
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
の
現
実
妥
当
性
が
高
い
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
が
実
際
に
ル
ー
ル
に

基
づ
く
政
策
運
用
を
適
用
す
る
場
合
の
前
提
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
な
わ
ち
、
Ｑ
公
衆
の
期
待
は
合
理
的
で
あ
る
こ

と
・
ま
た
公
衆
も
政
策
当
局
も
と
も
に
同
じ
情
報
集
合
を
保
有
し
て
い
る
こ
と
、
　
こ
の
体
系
が
「
自
然
率
仮
説
」
を
含
む
も
の
で

あ
り
・
供
給
量
の
決
定
が
価
格
と
期
待
価
格
に
関
す
る
零
次
同
次
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
件
は
い
づ
れ
も
満
足
ぷ
れ
る

こ
と
は
現
実
的
に
１
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
分
野
に
お
け
る
理
論
的
発
展
を
っ
う
じ
て
¢
　
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
く
も

と
で
合
理
的
期
待
が
成
立
す
る
か
、
も
し
く
は
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
高
進
に
伴
っ
て
¢
　
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
可
能
性
が
高
ま

れ
ば
、
現
実
妥
当
性
を
も
つ
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
２
〕
　
マ
ネ
ー
一
サ
プ
ラ
ィ
管
理
政
策
の
利
子
率
操
作
政
策
に
ー
対
す
る
相
対
的
優
位
性
は
、
Ｌ
Ｍ
曲
線
が
Ｉ
Ｓ
曲
線
よ
り
も
安
定
的

　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

で
あ
る
こ
と
・
換
言
す
れ
ば
、
貨
幣
需
要
関
数
の
方
が
消
費
関
数
（
な
い
し
乗
数
過
程
）
よ
り
も
安
定
的
で
あ
る
場
合
に
成
立
す
る
。

こ
こ
に
も
貨
幣
需
要
関
数
が
主
と
し
て
恒
常
所
得
の
関
数
で
あ
り
、
利
子
率
弾
力
性
は
小
さ
い
と
し
て
い
る
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
仮

定
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
激
し
い
イ
ソ
フ
レ
ニ
ヨ
ソ
の
下
で
は
、
名
目
利
子
率
と
実
質
利
子
率
と
の
問
に
乖
離

が
生
じ
・
名
目
利
子
率
は
金
融
政
策
の
有
効
な
指
標
と
は
な
り
に
く
い
。
こ
の
こ
と
は
婁
の
。
箏
。
叫
、
、
。
。
内
命
題
に
典
型
的
に
象

徴
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
大
量
の
国
債
発
行
や
過
剰
流
動
性
の
累
積
に
伴
う
マ
ネ
ー
．
サ
プ
ラ
イ
の
増
大
が
、
激
し
い
イ
ソ
フ
レ

ー
シ
ョ
ソ
を
導
い
た
ア
メ
リ
カ
や
日
本
の
経
験
が
、
マ
ネ
ー
・
サ
プ
ラ
イ
管
理
の
重
要
性
の
主
張
を
支
持
す
る
実
際
的
な
要
因
を
構

成
し
て
い
る
と
い
え
る
。

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
八
三
（
九
七
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四
（
九
八
○
）

　
〕

　
８
　
金
融
政
策
の
財
政
政
策
に
対
す
る
相
対
的
優
位
性
に
関
し
て
は
、
中
央
銀
行
の
独
立
性
を
前
提
と
し
た
機
動
性
の
高
さ
（
実

施
ラ
グ
の
小
さ
い
こ
と
）
お
よ
び
金
融
市
場
の
発
達
を
前
提
と
し
た
、
ま
た
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
た
ち
の
広
範
な
実
証
研
究
に
基
づ
く
金
融

政
策
の
効
果
ラ
グ
の
小
さ
い
こ
と
が
そ
の
主
張
の
根
拠
を
な
し
て
い
る
。

　
市
場
機
構
が
有
効
に
機
能
す
る
限
り
、
分
配
間
題
を
別
と
す
れ
ぼ
、
積
極
的
な
経
済
政
策
な
い
し
政
策
的
介
入
は
不
用
で
あ
る
。

ま
た
、
合
理
的
期
待
仮
説
が
成
立
す
る
腎
、
経
済
政
策
は
短
期
的
に
嘉
効
性
を
発
揮
し
え
な
い
。
し
か
し
・
後
者
の
条
件
が
満

た
さ
れ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
合
理
的
期
待
が
形
成
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
経
済
主
体
は
少
な
く
と
も
短
期
的
に
貨
幣
錯
覚
の
状
態

に
陥
る
。
し
か
し
、
経
済
主
体
の
合
理
的
行
動
を
含
む
市
場
調
整
過
程
を
経
て
期
待
形
成
が
完
全
に
行
な
わ
れ
る
長
期
に
お
い
て
は
・

経
済
は
「
自
然
失
業
率
一
の
水
準
長
束
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
先
述
の
如
く
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
の
経
済
政
策
の
主
眼
は
掻
乱
を
避
げ
・

市
場
過
程
を
可
能
な
限
り
安
定
的
に
推
移
さ
せ
る
こ
と
に
お
か
れ
る
。
ル
ー
ル
に
基
づ
く
安
定
的
な
通
貨
管
理
政
策
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
の
政
策
は
、
イ
ン
フ
レ
．
バ
ィ
ァ
ス
を
排
除
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
ま
欠
タ
ィ
ム
ニ
フ
グ
の
間
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
お
い
て
有

効
に
機
能
す
る
。
ま
た
、
急
激
な
貨
幣
供
給
の
増
大
は
、
高
イ
ソ
フ
レ
率
を
も
た
ら
す
の
み
な
ら
ず
、
イ
ソ
フ
レ
率
の
分
散
を
拡
大

さ
せ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ド
ラ
ス
テ
イ
ツ
ク
な
政
策
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
安
定
的
に
貨
幣
増
加
率
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　
上
記
の
如
く
通
貨
が
安
定
的
に
管
理
さ
れ
る
政
策
運
営
の
も
と
で
経
済
は
、
長
期
的
に
み
て
実
物
変
数
か
ら
独
立
な
垂
直
の
フ
ィ

リ
ツ
プ
ス
曲
線
を
導
く
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
も
し
も
市
場
調
整
過
程
に
お
い
て
情
報
が
低
費
用
で
獲
得
で
き
る
か
・
も
し
く
は
イ

ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
が
採
用
さ
れ
て
い
る
か
の
条
件
が
存
在
す
る
な
ら
ぼ
、
経
済
の
均
衡
へ
の
収
束
速
度
は
高
め
ら
れ
・
ス
タ
グ
フ



レ
↓
一
ソ
期
問
の
短
縮
化
が
図
ら
れ
る
こ
志
な
る
。
こ
の
意
味
で
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
充
実
お
よ
亨
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ

は
、
安
定
的
通
貨
管
理
政
策
を
補
完
す
る
有
効
な
政
策
手
段
を
構
成
し
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
暴
失
業
率
は
・
労
働
市
場
の
不
完
全
性
を
含
ん
だ
ワ
ル
ラ
ス
的
均
衡
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
は
自
発
的
．
摩
擦
的
失
業

を
含
ん
で
い
る
が
・
貨
幣
賃
金
上
昇
率
と
物
価
上
昇
率
と
が
等
し
く
、
実
質
賃
金
が
維
持
さ
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
一
種
の
最
適

点
を
意
味
す
る
・
し
か
し
・
も
し
き
の
均
衡
が
隻
失
業
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
意
味
で
望
ま
し
く
た
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に

は
・
先
述
の
レ
ー
ソ
的
労
働
の
地
域
問
・
産
業
問
の
移
動
促
進
政
策
や
職
業
訓
練
を
っ
う
じ
て
質
を
向
上
さ
せ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
労

働
の
移
動
性
を
高
め
る
）
バ
ワ
ー
政
策
が
、
有
効
姦
策
手
段
と
し
て
提
一
一
一
一
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
言
。

　
　
一
－
一
貨
幣
供
給
増
加
率
の
水
準
は
・
貨
幣
数
量
方
程
式
か
ら
琶
さ
れ
る
。
い
ま
、
髪
轟
供
給
量
、
・
を
物
価
水
準
、
ま
た
妄
貨
幣

　
　
　
　
の
所
得
速
度
・
ツ
を
実
質
所
得
と
す
れ
ぱ
、
長
期
均
衡
に
お
い
て
．
は
次
式
が
成
立
す
る
。
す
た
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ペ
ー
１
専

　
　
　
　
こ
れ
を
時
問
（
古
）
に
－
関
し
て
対
数
微
分
す
れ
ぱ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
１
ｋ
＋
、
１
く

　
　
　
　
と
膏
・
貨
幣
供
給
増
加
率
は
・
実
質
所
得
の
上
昇
率
に
許
容
イ
ソ
フ
レ
率
を
聖
、
貨
幣
の
所
得
速
度
の
変
化
率
を
差
し
引
い
た
水
準

　
　
　
　
で
与
え
ら
れ
る
こ
と
凄
る
・
こ
の
基
準
を
目
本
経
済
の
場
倉
あ
て
は
め
れ
ぱ
、
で
。
・
。
二
、
…
閉
・
ア
．
。
・
。
一
吉
、
、
桂

　
　
　
　
◎
．
畠
、
す
た
わ
ち
１
５
％
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
た
る
。

　
　
一
２
一
サ
ー
ジ
一
ソ
ト
一
坐
一
は
次
の
手
続
き
を
っ
う
じ
て
こ
の
よ
う
な
結
論
姦
い
て
い
る
。
享
合
理
的
期
待
形
成
を
含
む
モ
デ
ル
を
次

　
　
　
　
の
如
く
与
え
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
－
Ｈ
べ
（
、
“
１
、
、
）
十
ざ
丁
一
十
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　
○
ミ
い
１
、
い
Ｈ
ｋ
い
十
〇
、
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
§

　
　
　
　
　
　
　
　
い
勺
干
一
米
Ｈ
向
（
、
二
〇
干
－
）

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
八
五
（
九
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
．
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
六
（
九
八
二
）

、
で
、
註
考
期
に
お
げ
る
実
質
…
、
急
…
デ
フ
レ
ー
タ
ー
、
陛
貨
幣
供
給
量
、
一
・
工
・
は
工
期
に
お
い
て
震

さ
れ
る
、
期
に
お
け
る
公
衆
の
期
待
物
価
水
準
の
対
数
値
を
、
ま
た
物
、
淫
、
平
均
ゼ
一
、
有
隈
の
分
散
を
も
ち
・
系
列
相
関
を
走

な
い
静
学
的
掻
乱
項
を
そ
れ
ぞ
れ
表
し
て
い
る
。
ｃ
Ｄ
式
は
、
意
註
物
価
水
準
の
上
昇
が
総
供
給
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
て
い
毫

特
嚢
ケ
，
ス
と
し
て
自
然
失
業
率
仮
説
を
含
む
単
純
な
フ
イ
ー
ヅ
プ
ス
曲
線
で
あ
る
。
黒
は
・
単
純
化
の
た
め
に
利
子
率
を
排
除
し

た
一
動
学
的
一
貨
幣
需
給
均
衡
式
で
あ
る
。
ま
た
、
に
り
式
は
、
合
理
的
期
待
髭
を
示
し
て
い
る
二
…
で
・
二
は
・
二
期
に
お
げ

３
衆
側
の
情
報
集
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
ラ
グ
を
伴
つ
た
ツ
、
・
、
刎
か
ら
構
成
さ
れ
る
同
じ
情
報
集
言
工
を
公
衆
と
貨
幣
当
局
と

カ
共
有
し
て
い
る
と
仮
定
し
よ
う
。
の
式
お
よ
び
弓
の
系
列
相
関
が
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
か
ら
・

　
　
　
　
宅
二
や
１
－
１
１
向
§
二
Ｐ
Ｉ
－
１
専
二
Ｐ
」

と
な
る
。

　
ま
た
、
ｏ
ｏ
式
か
ら

　
　
　
　
専
二
〇
干
－
１
１
言
干
－

で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
二
式
か
ら
、
ま
た
方
程
式
の
を
０
Ｄ
式
に
代
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
式
を
得
る
。

　
　
　
　
宇
１
ー
ス
き
ー
さ
１
。
、
一
－
向
§
二
◎
こ
十
専
二
〇
二
）
十
ぐ
こ
十
ぎ

あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
－

　
　
　
　
、
、
、
Ｈ
弍
（
§
、
，
向
§
二
。
工
）
」
弍
。
、
一
、
Ｈ
弍
ミ
一
士
ｋ
工
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ

　
い
ま
↑
ｏ
式
に
お
い
て
最
適
な
ル
ー
ル
に
っ
い
て
考
察
す
る
た
め
に

　
　
　
　
専
二
〇
干
－
Ｈ
ｋ
半

と
お
こ
う
。

　
す
る
と
↑
ｏ
式
か
ら
貨
幣
供
給
ル
ー
ル
に
関
す
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず

　
　
　
　
尊
、
一
£
１
－
１
１
、
き
ー
－

と
な
る
。



　
　
　
　
Ｇ
０
式
か
ら
・
券
分
散
一
ぎ
の
条
件
付
平
均
値
の
周
辺
の
一
は
、
次
の
時
に
極
小
化
さ
　
　
　
　
し
、

　
　
　
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
§
－
１
１
向
§
二
む
干
一

一
・
一
下
図
か
ら
明
ら
か
嘉
く
、
－
・
曲
線
が
変
動
的
た
場
合
、
政
策
消
が
名
目
｝
子
率
二
　
　
　
　
　
“

　
　
　
定
浸
っ
政
策
藁
用
す
れ
ぱ
、
有
効
需
要
は
矢
印
一
傘
一
の
範
囲
菱
動
す
る
他
方
政
　
　
　
　
　
図

　
　
　
策
当
局
が
貨
幣
供
給
量
竺
定
浜
っ
政
策
藁
用
す
る
場
合
匡
、
有
効
需
要
の
変
動
幅
は

　
　
　
縮
小
さ
れ
一
¢
一
・
貨
幣
供
給
量
を
一
ソ
ト
マ
ル
す
る
政
策
の
方
が
、
有
効
需
要
を
よ
り
的

　
　
　
確
に
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
点
で
有
効
な
政
策
と
た
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
利
コ
。

ｕ
　
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
経
済
政
策
の
問
題
点

妻
リ
ス
ト
の
政
策
提
言
は
す
で
量
実
の
経
済
に
導
入
さ
れ
た
経
警
も
ち
、
ま
た
現
在
採
用
し
て
い
る
国
々
巻
在
し
て

い
る
・
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
・
こ
れ
ら
の
政
策
を
め
ぐ
る
問
題
点
を
、
経
済
の
コ
ソ
ト
ロ
、
ル
は
マ
ネ
、
．
サ
プ
ラ
イ
管
理
に
よ

一
て
十
分
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
関
す
る
も
の
一
婁
げ
婁
よ
び
・
）
、
ま
た
自
然
率
仮
説
に
関
わ
る
も
の
（
次
に
あ
げ
る

　
＠
お
よ
び
　
）
に
っ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

¢
今
目
の
市
場
に
お
い
て
は
不
完
全
競
争
状
態
が
支
配
的
で
あ
－
、
政
府
自
身
を
含
め
（
ブ
イ
ヤ
ナ
ソ
的
把
握
）
、
民
間
企
業
．

労
働
組
合
等
に
よ
一
て
完
全
雇
用
以
上
の
過
大
霜
要
求
が
行
釜
る
傾
向
が
あ
る
（
ケ
イ
ソ
ズ
派
た
い
し
杜
会
嚢
派
的
把
け
）
。

こ
の
よ
う
孟
治
．
経
済
的
環
境
の
も
と
で
は
通
貨
は
膨
張
し
が
ち
で
あ
り
一
マ
ネ
、
．
サ
プ
ラ
イ
は
内
生
的
に
決
定
さ
れ
る
傾
向
カ
あ

り
一
・
一
ー
ル
に
従
一
た
低
目
の
一
ネ
ー
・
サ
プ
一
一
イ
薬
低
碧
－
行
な
い
う
る
か
は
疑
問
と
斗
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

は
「
一
一
－
一
ネ
タ
リ
ズ
ム
批
判
一
の
な
か
で
ヵ
ル
ド
ァ
に
よ
一
て
主
張
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
も
し
も
所

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
↓
一
ソ
理
論
お
よ
び
政
篭
関
す
る
一
展
望
一
河
野
・
松
川
一
　
　
二
八
七
一
九
八
三
一



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
八
（
九
八
四
）

得
政
策
と
魔
術
（
し
か
も
魔
術
以
上
の
も
の
）
と
の
何
ら
か
の
結
合
に
よ
一
て
、
名
目
賃
金
の
上
昇
率
を
安
定
的
に
か
一
生
産
性
に
対

し
て
妥
当
な
水
準
に
維
持
す
る
こ
と
に
圭
た
成
孕
る
な
ら
ば
、
成
孕
る
で
あ
言
・
一

。
ル
、
ル
に
基
づ
く
金
融
政
策
（
マ
ネ
、
．
サ
プ
ラ
ィ
管
理
）
は
、
実
証
研
究
を
裏
づ
げ
と
し
た
一
ネ
ー
．
サ
プ
ラ
イ
と
貨
幣
所

得
と
の
安
定
的
関
係
を
前
提
に
し
て
い
る
。
い
ま
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
関
係
を
認
め
た
と
し
て
差
お
・
一
ネ
ー
．
サ
プ
ラ
ィ
自
身
の

統
御
可
能
性
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
近
似
貨
幣
を
は
じ
め
貨
幣
以
外
の
多
数
の
金
融
資
産
の
存
在
を
考
慮
す
る
兜
制
度
奮
な
い

し
統
制
の
強
化
を
前
提
と
し
な
い
限
り
、
そ
の
可
能
性
は
必
ず
し
も
高
い
も
の
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
・

。
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
政
策
提
．
一
冒
は
、
長
期
的
観
点
に
立
つ
た
も
の
で
あ
る
。
短
期
的
調
整
過
程
で
生
ず
る
経
済
的
困
難
一
失

業
．
倒
産
な
ど
一
は
、
イ
ソ
フ
レ
期
待
の
鎮
静
化
、
経
婁
歪
の
た
琴
ス
ー
と
し
て
や
む
を
え
な
い
も
の
と
差
す
こ
と
を

ち
ろ
｝
可
能
で
あ
る
が
、
軽
視
で
き
な
い
重
大
な
コ
ス
ト
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
か
ら
は
批
判
的
見
解
が
生
ず
る
の
圭
た
自
然
な

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
合
理
的
期
待
が
形
成
さ
れ
や
す
－
、
ま
た
イ
ン
デ
ク
セ
ー
シ
一
ソ
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
一
て
調
整
が

相
対
的
に
迅
遠
に
行
な
わ
れ
る
政
治
的
．
経
済
的
・
杜
会
的
構
造
を
も
っ
国
に
お
い
て
は
採
用
さ
れ
る
可
聾
は
高
い
と
い
え
る
・

＠
ま
た
、
た
と
え
経
済
の
自
然
率
一
の
窮
極
的
な
収
束
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
し
て
も
・
套
そ
の
水
準
の
適
切
さ
一
杜
会
的

観
点
か
ら
み
た
望
ま
し
さ
一
の
問
題
が
残
さ
れ
る
。
自
然
率
が
望
ま
し
－
な
い
と
す
る
立
場
か
ら
は
・
情
警
ス
ト
．
移
動
一
ス
ト
の

軽
減
を
一
う
じ
て
労
働
の
モ
ビ
リ
テ
イ
を
高
め
る
政
策
が
要
誇
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
フ
ー
土
ソ
は
自
然
失
業
率
を
暗
黙
の
う
ち

に
最
適
と
み
な
し
、
自
然
失
業
率
は
労
働
市
場
の
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
一
て
低
下
さ
せ
う
る
と
し
な
が
ら
曳
彊
的
な
政

策
関
与
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
副
次
的
問
題
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
硲
～

。
自
然
率
を
め
ぐ
る
全
循
環
過
程
が
説
明
さ
れ
る
た
め
に
は
、
失
業
の
形
態
と
し
て
非
自
発
的
失
業
の
ウ
一
イ
ト
が
小
さ
く
、



職
探
し
理
論
で
示
さ
れ
る
形
態
の
失
業
、
す
な
わ
ち
自
発
的
摩
擦
的
失
業
の
ウ
ヱ
ィ
ト
が
高
い
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
事
実
の
検

証
は
実
証
研
究
に
１
期
待
す
る
ほ
か
な
い
が
、
少
な
く
と
も
日
本
に
お
い
て
は
満
た
さ
れ
難
い
条
件
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
カ
ル
ド
ア
〔
２
６
〕
。

　
　
（
２
）
　
例
え
ば
目
本
に
お
げ
る
主
要
金
融
資
本
残
高
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

．
）

鰍）

一
％
．

％

％

…
（

（

（

…
一
１
。

５

＼

０

繊
綴

－
十
一
８
・
葦
一
一
１
↓

９

９
一

３

ユ

ｗ
榊
鱗
搬
譲

董
　
　
　
・
’

一

一
　
一

‘

一

一
　
一

‘

一

一

一
破
一

一

・

一

金

券

’

一

・

１
１
、

’

貨通

‘一‘一一

１
Ｘ

．
％

．
３
．２ヨ

亘阯静〃

一一一一一・一

［
水

イ
●

モ

；
Ｉ
Ｉ
Ｈ

一
一
、
．
］

イ

）％
８
（

７
・３

）％
８
（

〇
一１

－－一一・－一－・．■

）ユ「ヒり

９
］

９０木年
５
２

券証

．
Ｔ
ｍ

｛
」
１
，

オ

）円兆
７
４寸オ

．
↑
ｒ

／
」

２４

）りよジペ
２
３年

７
９

１
９

　
　
９

も
　
イ

鞠
図

経財』融金の本日説図ぴ

（
３
）
　
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
〔
９
〕
。

〈
補
論
一
Ｖ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ョ
ソ

マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
に
ょ
っ
て
主
張
さ
れ
る
政
策
提
案
の
中
心
は
、
先
述
の
如
く
貨
幣
増
加
率
を
一
定
に
・
保
持
す
る
と
い
う
ル
ー
ル

　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
八
九
（
九
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
（
九
八
六
）

に
基
づ
く
金
融
政
策
で
あ
る
が
、
均
衡
の
掻
乱
に
伴
う
調
整
過
程
の
短
縮
化
を
促
進
す
る
政
策
手
段
と
し
て
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ョ
ソ

に
っ
い
て
の
言
及
を
回
避
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
そ
も
そ
も
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
は
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
と
の
平
和
共
存
を
目
的
と
し
て
お
り
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
に
よ
る

再
分
配
効
果
を
是
正
し
て
分
配
の
公
平
を
維
持
す
る
こ
と
を
最
大
の
主
眼
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
ほ
か
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ョ

ソ
に
は
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
抑
制
効
果
、
資
源
配
分
の
適
正
化
を
促
進
す
る
効
果
、
債
券
の
消
化
促
進
お
よ
び
貯
蓄
増
強
効
果
が

存
在
す
る
と
し
て
そ
の
積
極
的
な
導
入
を
推
奨
し
て
い
る
立
場
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
上
下
に
働
く
ニ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
条
項
は
、
予

想
さ
れ
な
い
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
か
ら
生
ず
る
実
際
の
副
次
的
効
果
と
予
想
さ
れ
な
い
デ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
も
た
ら
す
仮
想
的
た
副

次
的
効
果
の
い
づ
れ
を
も
防
止
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
フ
リ
ー
ド
マ
ソ
は
基
本
的
に
こ
の
立
場
に
立
ち
、
あ
ら
ゆ

る
契
約
に
エ
ス
ヵ
レ
ー
タ
ー
条
項
を
採
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
多
く
の
契
約
を
そ
う
す
る
こ
と
に
伴
う
費
用
は
大
き

い
と
し
な
が
ら
も
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
率
の
分
散
を
縮
小
さ
せ
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
調
整
過
程
の
縮
小
化
を
図
る
う
え
で

効
果
的
な
政
策
で
あ
る
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
上
記
の
よ
う
な
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
効
果
を
導
く
根
拠
と
し
て
は
、
次
の
諸
要
因
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ

ち
、
¢
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
導
入
に
伴
う
実
質
利
子
率
の
上
昇
は
、
企
業
の
過
大
か
つ
非
効
率
的
な
投
資
需
要
を
低
下
さ
せ
る

こ
と
を
つ
う
じ
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
抑
制
効
果
を
も
つ
と
と
も
に
、
資
源
配
分
の
適
正
化
を
お
し
進
め
る
効
果
を
も
つ
。
　
租
税

や
国
債
に
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
を
導
入
す
れ
ば
、
政
府
が
イ
ソ
フ
レ
利
得
に
頼
る
途
が
閉
ざ
さ
れ
、
政
府
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ

政
策
へ
の
道
を
封
じ
る
こ
と
に
な
る
。
　
金
融
引
締
め
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
抑
制
を
意
図
す
る
場
合
、
イ
ソ
デ
ク
セ
ー

シ
ヨ
ソ
の
採
用
に
よ
っ
て
賃
金
．
利
子
率
も
下
方
に
修
正
さ
れ
て
生
産
費
を
低
下
さ
せ
る
。
こ
れ
は
生
産
量
・
雇
用
量
の
下
方
調
整



一
働
き
を
簑
一
と
一
－
意
味
に
お
い
て
所
得
政
策
よ
り
も
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
　
　
◎
す
婁
・
。

労
働
組
合
か
ら
は
歓
迎
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う

む
デ
ギ
篶
バ
一
三
ギ
一
一
讐
メ
一
篶
娯

を
是
正
す
る
政
策
と
し
て
は
十
分
に
意
味
あ
る
政
策
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
一
－
一
こ
こ
で
は
次
の
文
献
を
参
照
し
た
。
す
糞
ち
、
一
９
一
、
一
加
一
、
一
研
一
。

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
一
ソ
理
論
お
よ
び
政
箸
関
す
る
戻
望
一
河
野
．
松
川
一

二
九
一
（
九
八
七
）



立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）

二
九
二
（
九
八
八
）

〈
補
論
二
Ｖ

ス
タ
グ
フ
レ
、
シ
ヨ
ン
対
策
に
関
す
る
種
・
の
提
案
は
、
少
な
－
と
杢
次
近
似
と
し
て
下
図

の
如
く
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
わ
れ
わ
れ
が
考
察
し
て
き
た
ヶ
イ
一
ズ
派
．
杜
会
構
造

派
．
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
、
一
一
者
に
よ
る
政
策
提
言
の
位
置
づ
げ
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
占
隻
い
て
意

味
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

更
）

変
的

の
常

度
垣

制
（

策
）

政
似

気

　
値

、
、
、

策政的質

派ズンイケ

派造構会杜

こ
こ
ぷ
れ
わ
れ
が
菅
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
上
記
の
よ
う
な
一
ネ
タ
リ
ス
ト
派
と

ケ
ソ
ン
ズ
派
お
よ
び
杜
会
構
造
派
の
政
嚢
言
の
墓
に
存
在
す
る
経
済
杜
会
に
対
す
る
見
方
の
相

違
で
あ
る
。
前
者
は
経
済
は
本
質
的
に
安
定
的
で
あ
－
、
政
府
の
介
入
は
か
え
一
て
経
済
を
混
乱
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
経
済
運
営
は
市
場
驚
寄
能
な
隈
－
機
能
さ
せ
る
よ
う
な
形
で

行
け
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
後
二
者
は
経
済
は
本
質
的
に
不
安
書

の
で
あ
り
、
政
府
の
関
与
な
し
に
は
混
乱
を
き
た
す
と
い
う
見
解
に
立
一
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て

お
く
べ
き
で
あ
る
。

お
　
わ
り
　
に

糊
畷

↑
　
ソ

策
ク
ヨ

導
デ
シ

誘
ン
一

　
イ
セ

灘
坪

リタ
派

・
不
ト

マ
ス

本
稿
に
お
げ
る
わ
れ
わ
れ
の
麦
な
目
的
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
…
に
関
す
る
ヶ
イ
一
ズ
派
と

マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
噌
論
の
定
式
化
を
行
な
い
、
差
そ
れ
ら
の
政
策
提
言
を
整
理
．
検
討
す
る
こ

回
金
　
基
政

ク
．
　
に
融

マ
政
　
ル
金

　
　
　
一
く
　
　
派

　
　
　
ル
づ
策
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
ス

化進促争競

）化由自（



と
を
つ
う
じ
て
両
者
の
基
本
的
性
格
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
本
稿
を
結
ぶ
に
当
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
、
目
本
経
済
が
第
一
次
石
油
危
機
に
よ
っ
て
経
験
し
た
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
考
察

の
対
象
を
お
き
、
そ
れ
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
領
域
に
入
り
、
領
域
内
に
留
ま
っ
た
後
、
離
脱
し
て
い
っ
た
過
程
の
背
後
に
存
在

し
て
い
た
条
件
を
探
り
、
そ
の
う
え
で
わ
れ
わ
れ
の
政
策
提
言
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。

　
第
二
章
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
ケ
イ
ソ
ズ
派
モ
デ
ル
に
お
け
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
克
服
条
件
が
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
派
の
そ

れ
に
接
近
す
る
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
。
す
な
わ
ち
、
¢
不
況
に
よ
っ
て
「
賃
金
率
変
化
の
非
対
称
性
」
「
価
格
変
化
の
非
対
称
性
」

が
す
み
や
か
に
，
解
消
し
、
賃
金
率
・
供
給
価
格
は
下
方
伸
縮
的
に
な
る
、
　
現
実
の
イ
ソ
フ
レ
率
の
低
下
に
対
し
て
「
期
待
イ
ソ
フ

レ
率
の
下
方
硬
直
性
」
が
す
み
や
か
に
解
消
し
、
期
待
イ
ソ
フ
レ
率
が
下
方
伸
縮
的
と
な
る
、
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
不
況
の

下
で
も
自
生
的
な
需
要
圧
力
（
こ
と
に
１
企
業
の
設
備
投
資
）
は
低
下
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
目
本
経
済
を
国
際
比
較
の
観
点
小
ら
み
て
上
記
の
条
件
は
、
比
較
的
良
好
に
満
足
さ
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
¢
イ
ソ

フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
を
合
理
化
・
効
率
化
の
推
進
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
企
業
問
に
。
お
け
る
競
争
圧
力
の
存
在
、
　
そ
れ
を
可
能

に
し
た
優
れ
た
目
本
の
技
術
水
準
・
経
営
者
能
力
と
良
質
な
労
働
力
、
　
企
業
別
組
織
の
存
在
を
前
提
と
し
た
上
方
お
よ
び
下
方
へ

の
賃
金
・
価
格
の
調
整
能
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
因
は
、
石
油
等
原
材
料
価
格
の
上
昇
に
、
伴
う
相
対
価
格
の
変
化
が
、
相
対
価
格

が
上
昇
し
た
財
貨
・
サ
ー
ピ
ス
の
需
要
を
低
下
さ
せ
て
コ
ス
ト
・
プ
ツ
シ
ュ
的
な
物
価
水
準
の
上
昇
と
い
う
彬
で
は
実
現
し
な
い
た

め
の
条
件
を
構
成
し
た
。
す
な
わ
ち
「
供
給
ー
イ
ソ
フ
レ
」
曲
線
は
比
較
的
す
み
や
か
に
下
方
ヘ
シ
フ
ト
し
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
抑
制
に
１
対
す
る
リ
ー
ド
役
と
し
て
の
政
府
に
よ
る
厳
し
い
総
需
要
引
締
め
政
策
お
よ
び
¢
の
結
果
と
し
て
も
た

ら
さ
れ
た
「
減
量
経
営
」
を
補
完
し
た
拡
張
的
な
経
済
政
策
の
存
在
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
た
い
。

　
　
　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ｉ
シ
ヨ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
九
三
（
九
八
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
四
（
九
九
〇
）

　
と
こ
ろ
で
、
経
済
政
策
が
成
功
す
る
条
件
を
左
右
す
る
要
因
と
し
て
は
次
の
諾
点
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｑ
市
場
（
労
働

．
生
産
物
．
原
材
料
、
各
市
場
）
の
発
展
度
が
高
く
、
ま
た
不
完
全
競
争
の
進
展
度
が
弱
い
こ
と
、
◎
政
策
当
局
の
情
報
獲
得
・
処
理

能
力
が
優
れ
て
い
る
こ
と
、
　
政
府
に
対
す
る
民
問
部
門
の
信
頼
度
、
婁
言
す
れ
ば
政
府
の
統
治
能
力
（
ガ
バ
ナ
ビ
リ
テ
イ
）
が
高
い

こ
と
、
　
経
済
的
．
政
治
的
基
礎
条
件
の
変
化
お
よ
び
経
済
政
策
の
変
更
に
対
す
る
民
問
部
門
の
処
理
能
力
が
高
い
こ
と
、
　
国
際

的
政
治
お
よ
び
経
済
的
安
定
性
が
高
い
こ
と
、
な
い
し
そ
れ
ら
の
不
安
定
化
要
因
に
対
す
る
民
問
都
門
の
調
整
能
力
が
高
い
こ
と
、

＠
圧
力
団
体
の
力
が
弱
い
こ
と
、
¢
政
策
履
行
に
伴
う
タ
イ
ム
ニ
フ
グ
が
短
い
こ
と
等
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
生
産
物
市
場
・
労
働
市
場
に
関
し
て
日
本
の
競
争
度
は
高
く
（
国
際
比
較
に
お
い
て
）
、
ま
た

金
融
市
場
に
お
い
て
問
接
金
融
が
優
位
で
あ
っ
た
（
金
融
市
場
の
発
達
が
遅
れ
て
い
た
）
こ
と
は
経
済
政
策
の
効
果
を
高
め
た
し
・
ま

た
条
件
＠
◎
に
関
し
て
民
問
部
門
の
優
れ
た
調
整
能
力
は
石
油
危
機
を
比
較
的
迅
速
に
克
服
す
る
有
利
な
条
件
を
構
成
し
て
い
た
と

い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ら
日
本
経
済
の
経
験
的
事
実
を
ふ
ま
え
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
克
服
策
に
関
す
る
わ
れ
わ
れ
の
見
解
を
示
せ
ば
、
次
の

　
　
　
　
（
１
）

如
く
で
あ
る
。

　
○
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
対
策
の
基
本
を
有
効
需
要
政
策
に
お
く
こ
と
。
◎
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
抑
制
策
と
し
て
金
融
引
締
め
政

策
を
、
ま
た
実
物
経
済
変
量
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
マ
ク
ロ
（
量
）
的
財
政
拡
張
政
策
お
よ
び
ミ
ク
ロ
（
質
）
的
財
政
政
策
を
割
り

当
て
る
こ
と
。
　
そ
の
場
合
、
拡
張
的
財
政
政
策
は
、
ミ
ク
ロ
的
政
策
を
も
含
め
て
超
完
全
雇
用
状
態
（
自
然
失
業
率
　
　
日
本
の
場

　
５
　
　
　
　
　
（
２
）

合
１
・
％
と
い
わ
れ
る
）
を
作
り
出
す
ま
で
強
化
し
な
い
こ
と
。
　
拡
張
的
財
政
政
策
は
、
抑
制
ぎ
み
の
金
融
一
財
政
政
策
を
っ
う
じ
て

イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ン
期
待
が
鎮
静
化
さ
れ
た
後
で
採
用
さ
れ
る
こ
と
。
　
独
占
禁
止
法
を
維
持
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、
貿
易
障
壁



の
撤
廃
努
力
な
ど
国
内
外
に
対
し
て
市
場
機
構
を
で
き
る
だ
げ
機
能
さ
せ
る
政
策
的
措
置
を
お
し
進
め
る
こ
と
。
ま
た
、
　
企
業
問

の
競
争
圧
カ
．
日
本
型
労
働
組
合
（
企
業
別
組
合
）
の
存
在
を
前
提
と
す
る
時
、
所
得
政
策
や
イ
ソ
デ
ク
セ
ー
シ
ヨ
ソ
の
導
入
は
と
く

に
必
要
と
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
緊
急
の
場
合
を
除
い
て
こ
れ
ら
の
導
入
は
で
き
る
だ
げ
回
避
し
、
市
場
機
構
の
活
用
を
可
能
な
限

り
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
が
世
界
的
規
模
で
の
経
済
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
た
の
は
、
第
一
次
石
油
危
機
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

た
が
っ
て
、
景
気
後
退
を
伴
っ
た
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
に
対
す
る
経
済
学
的
接
近
の
試
み
が
行
な
わ
れ
始
め
た
の
は
こ
こ
数
年
問
の

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
発
表
さ
れ
て
き
た
多
数
の
文
献
を
っ
う
じ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
研
究
も
あ
る
程
度
整
理
で
き

る
段
階
に
至
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
本
稿
に
お
げ
る
わ
れ
わ
れ
の
試
み
も
少
な
く
と
も
そ
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
の

意
義
を
も
つ
も
の
と
考
え
る
。

（
１
）
　
〔
６
２
〕
に
１
お
い
て
吉
富
勝
、
ま
た
〔
５
〕
に
お
い
て
エ
ク
ス
タ
イ
ソ
は
、
ヶ
イ
ソ
ズ
派
と
マ
ネ
タ
リ
ス
派
と
の
折
衷
的
な
政
策
奨
言
を

　
　
行
な
っ
て
い
る
が
、
わ
れ
わ
れ
も
基
本
的
に
こ
の
立
場
を
支
持
す
る
も
の
で
あ
る
。
後
者
は
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
第
一
義
的
要
因

　
　
が
イ
ソ
フ
レ
期
待
の
形
成
に
あ
る
と
し
、
主
と
し
て
そ
の
排
除
を
図
る
方
向
で
次
の
五
っ
の
政
策
提
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
¢
政
府
の
政
策
運
営
を
非
イ
ソ
フ
レ
的
に
す
る
こ
と
。
　
市
場
に
１
お
げ
る
競
争
を
促
進
さ
せ
る
こ
と
。
　
大
企
業
・
大
労
働
組
合
が
自
主

　
　
的
に
賃
金
．
価
格
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
は
組
織
と
し
て
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
を
回
避
さ
せ
る
よ
う
な
分
別
あ
る
行
動
を
と
る
よ
う
働
き

　
　
か
け
る
こ
と
。
＠
投
資
を
促
進
し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、
ボ
ト
ル
ネ
ヅ
ク
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
１
す
る
こ
と
。
　
新
し
い
マ
ソ

　
　
パ
ワ
ー
政
策
な
い
し
賃
金
補
助
政
策
に
ょ
っ
て
い
か
な
る
経
済
活
動
水
準
に
１
お
い
て
も
失
業
率
が
減
少
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

　
　
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
墾
言
は
、
適
切
な
財
政
．
金
融
政
策
に
よ
っ
て
総
需
要
管
理
を
行
な
い
、
自
然
率
以
下
に
失
業
率
を
落
と
さ
ず
、
か

　
　
っ
生
産
物
市
場
に
お
い
て
デ
ィ
マ
ソ
ド
・
プ
ル
型
の
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
経
済
運
営
を
基
礎
と
し
、
所
得
政
策
・

　
　
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
理
論
お
よ
び
政
策
に
関
す
る
一
展
望
（
河
野
・
松
川
）
　
　
　
　
　
　
二
九
五
（
九
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
二
十
九
巻
・
第
五
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
六
（
九
九
二
）

　
　
　
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
投
資
の
促
進
、
さ
ら
に
マ
ソ
バ
ワ
ー
政
策
を
併
用
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
か
ら
の
離
脱
を
意

　
　
　
図
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
新
保
〔
４
８
〕
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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